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2026年5月24日（日）　午後4時から
県立相模原高等学校　会議室
2025年度事業報告及び収支決算報告の件、他

2026年度総会を下記のとおり開催いたしますのでご出席ください。

※定期総会終了後に懇親会を予定しています。出席予定の方は5月16日（土）
　までに、細谷（10期）までご連絡ください。TEL 090－1211－3813
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赤
間
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郎
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日
発
足
の
高
市
内
閣
に
お
い
て

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長
に
就
任
な
さ
い
ま
し
た
。
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

令和７年５月２５日(日)に第４７回定期総会が開催され、令和６年度事業報告及び
決算報告、令和７年度事業計画(案)及び予算(案)は承認されました。詳細は、同窓会
ホームページをご覧ください。

01 会長・校長のご挨拶 / まなびや基金寄付のお願い / 広告掲載のお願い
02　部活動近況報告
03　卒業生を訪ねて
05　近況報告 / 活動維持寄付金のお願い
06　活動維持寄付金をいただいた皆様
07 ラジオ番組 GOGO! 県相 / 部活動・同好会活動アピールコンペ結果報告

本部からのお知らせ

神奈川県立相神奈川県立相模原高等学校同窓会会報原高等学校同窓会会報神奈川県立相模原高等学校同窓会会報
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県相同窓会定期総会の報告

県相同窓会では、従来より全国大会や関東大会に出場する部活動に遠征費等の補助を行ってきました。
　そして昨年、初の試みとして大会等への出場の有無に関わらず、現役生の皆さんのユニークで熱意
ある活動に対して、応援の気持ちを込めた補助金を贈る「部活動・同好会活動アピールコンペ」を開
催しました。これは、現役県相生の日頃の部活動等の活動を書面及び面接のコンペ形式によりアピー
ルしてもらい、活動に必要な物品等の購入費を賞金という形で支援するものです。
　第１回である今回は５団体から応募があり、審査の結果、男子バスケットボール部「応援用防水
うちわ」と応援団部「練習用の割れない大鏡」を採用しました。
　どの団体からも素晴らしい活動の内容がよく伝わるアピールが行われ、県相生の底力を感じること
ができました。この活動は今後も継続する予定です。

部活動・同好会活動アピールコンペ部活動・同好会活動アピールコンペ部活動・同好会活動アピールコンペ

体育館前にある創立10周年（昭和48年）を記念した庭園
枯山水に校訓である「礼節・信義・根性」を表現している 応援団部

「練習用の割れない大鏡」
男子バスケットボール部
「応援用防水うちわ」

第1回
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みなさん、
みなさん、ぜひ聴いて
ぜひ聴いてください！
ください！

みなさん、ぜひ聴いてください！

　県相同窓会では、ラジオ番組「GOGO!県相」（シーズン13）

を放送中です。放送は毎月１回、毎回、県相卒業生や現役生

をゲストに迎え、高校時代の思い出や現在の活躍の様子を

お話いただいています。
ゲストコーナーにご出演いただける方を募集中です。
自薦他薦問いません。お待ちしております！

出演者
募集中 ※放送した番組は同窓会ホームページからもお聴きいただけます。

結果報告

本部からのお知らせ 連絡先
県相同窓会

※注　通信費の補助の申込方法は、ホームページをご覧ください。なお、クラブＯＢ会を行う場合は、
　　　全体でのＯＢ会を補助対象とし、対象者名簿を提出してください。補助金限度額は１万円とし
　　　ます。終了後、結果報告書の提出をお願いします。

　県相同窓会では、皆様の同期会・クラス会開催の支援として、通信費１人あたり200
円を補助しています。開催をお考えの方はご連絡・ご相談ください。
また、名簿管理も行っておりますので、住所変更等の連絡をお待ちしております。
お亡くなりになられた等、会報の送付を希望しない場合も上記にご連絡をお願いします。



　

我
が
校
は
部
活
動
が
盛
ん
で
、
昨
年
１
月
の
英
語

デ
ィ
ベ
ー
ト
部
の
高
校
生
パ
ー
ラ
メ
ン
タ
リ
ー
デ
ィ

ベ
ー
ト
世
界
交
流
大
会
に
続
き
、
今
年
は
マ
ン
ド
リ

ン
部
と
吹
奏
楽
部
が
、
揃
っ
て
全
国
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
へ
出
場
を
果
た
す
な
ど
、
現
役
生
の
活
躍
ぶ

り
に
は
目
が
離
せ
な
い
。

　

そ
の
よ
う
な
思
い
も
あ
り
、
今
年
は
久
々
に
夏
の

高
校
野
球
神
奈
川
大
会
の
応
援
に
行
こ
う
と
考
え
て

い
た
。
残
念
な
が
ら
、
諸
般
の
事
情
で
実
際
に
試
合

『
魅
せ
る
野
球
』
を
あ
り
が
と
う
！

会
場
に
足
を
運
べ
た
の
は
、
２
回
戦
の
対
上
溝
高
校

戦
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
試
合
で
は
喜
び
や
感
動

を
覚
え
る
場
面
が
随
所
に
あ
っ
た
。

　

２
回
戦
当
日
の
７
月
10
日
、
待
ち
に
待
っ
た
ラ
イ

ブ
観
戦
を
楽
し
む
べ
く
、
会
場
と
な
る
バ
ッ
テ
ィ
ン

グ
パ
レ
ス
相
石
ス
タ
ジ
ア
ム
ひ
ら
つ
か
へ
心
を
躍
ら

せ
な
が
ら
車
を
走
ら
せ
た
。
日
曜
日
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
多
く
の
観
戦
者
が
訪
れ
て
お
り
、
我
が
校
の

ス
タ
ン
ド
に
も
、
生
徒
以
外
に
も
た
く
さ
ん
の
Ｏ
Ｂ

や
父
兄
の
方
々
が
応
援
に
駆
け
付
け
て
い
た
。

　

試
合
は
、
初
球
か
ら
相
手
バ
ッ
タ
ー
に
デ
ッ
ド

ボ
ー
ル
与
え
て
し
ま
う
と
い
う
、
ど
き
ど
き
の
ス

タ
ー
ト
と
な
っ
た
が
、
攻
撃
に
回
る
と
、
初
回
に
３

点
を
奪
い
、
そ
の
後
も
回
を
重
ね
る
ご
と
に
上
り
調

子
に
な
り
、
攻
守
と
も
に
我
が
校
の
ペ
ー
ス
で
展
開

し
て
い
き
、
そ
の
力
強
さ
を
目
に
焼
き
付
け
て
く
れ
た
。

　

結
果
は
、
初
戦
と
同
じ
く
コ
ー
ル
ド
勝
ち
で
は

あ
っ
た
が
、
終
了
後
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
上
で
は
、
選
手

た
ち
が
相
手
チ
ー
ム
へ
の
敬
意
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
脱
帽
し
て
深
々
と
頭
を
下
げ
る
姿
を
見
て
、「
礼

節
」
を
大
事
に
す
る
彼
等
の
精
神
を
誇
ら
し
く
感
じ
た
。

　

ま
た
、
勝
利
を
称
え
る
校
歌
の
斉
唱
で
は
、
ス
タ

ン
ド
の
応
援
団
も
一
緒
に
な
っ
て
大
き
な
歌
声
を
会

場
内
に
響
か
せ
、
ま
さ
に
『
チ
ー
ム
県
相
』
を
体
感

す
る
こ
と
も
で
き
た
。

　

私
は
、
こ
の
日
の
試
合
通
じ
て
、
選
手
一
人
ひ
と

り
が
ひ
と
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
、
ひ
た
む
き
に
練

習
を
重
ね
、
チ
ー
ム
の
仲
間
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、

心
身
と
も
に
成
長
し
て
き
た
こ
と
を
目
の
当
た
り
に

し
た
が
、
そ
ん
な
彼
等
の
成
長
が
、『
魅
せ
る
野
球
』

と
い
う
形
と
な
っ
て
、
大
き
な
喜
び
や
感
動
を
与
え

て
く
れ
た
こ
と
に
深
く
感
謝
を
し
て
い
る
。

　

今
年
は
３
回
戦
の
向
上
高
校
戦
で
惜
し
く
も
敗
退

と
な
っ
た
が
、
県
相
野
球
部
の
中
に
は
、
今
年
１
月

に
亡
く
な
ら
れ
た
名
将
佐
相
眞
澄
先
生
の
野
球
に
対

す
る
熱
い
思
い
が
根
付
い
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
そ

の
思
い
を
糧
に
一
歩
一
歩
成
長
し
、
魅
せ
る
野
球
を

続
け
て
も
ら
い
た
い
。

　

４
月
に
第
20
代
校
長
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
校
長

の
奥
村
直
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

私
は
、
令
和
４
年
度
に
副
校
長
と
し
て
１
年
間
県
相

に
勤
務
い
た
し
ま
し
た
。
副
校
長
と
し
て
着
任
し
た

時
に
「
こ
ん
な
に
も
生
徒
た
ち
の
雰
囲
気
が
い
い
学

校
が
あ
る
ん
だ
」
と
感
動
し
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え

て
い
ま
す
。
そ
の
県
相
に
校
長
と
し
て
戻
っ
て
来
る

こ
と
が
で
き
、
日
々
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
勤
務
し
て

い
ま
す
。

　

副
校
長
に
着
任
し
た
時
は
Ａ
棟
の
耐
震
工
事
の
最

中
で
、
校
訓
の
「
礼
節
・
信
義
・
根
性
」
を
石
で
表

現
し
た
枯
山
水
の
改
修
に
も
関
わ
り
ま
し
た
。
そ
の

時
か
ら
卒
業
生
の
皆
さ
ん
を
含
め
た
県
相
生
の
母
校

へ
の
熱
い
想
い
に
よ
っ
て
現
在
の
県
相
が
あ
る
の
だ

と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
本
校
は
ス
ー
パ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
の
第
Ⅱ
期
と
学
力
向
上
進
学

重
点
校
エ
ン
ト
リ
ー
校
の
指
定
を
受
け
、
進
路
実
績

も
キ
ャ
リ
ア
グ
ル
ー
プ
を
中
心
と
し
た
取
組
と
生
徒

の
皆
さ
ん
の
努
力
が
実
を
結
び
、
さ
ら
に
活
気
が
出

て
き
て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
学
習
だ
け
で
な
く
、

相
翼
祭
な
ど
の
行
事
や
部
活
動
で
も
努
力
を
惜
し
ま

ず
、
素
晴
ら
し
い
も
の
を
作
り
上
げ
、
活
躍
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
度
は
吹
奏
楽
部
と
マ
ン
ド

リ
ン
部
が
香
川
県
で
開
催
さ
れ
た
第
49
回
全
国
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
に
出
場
し
ま
し
た
。
そ
の
出
場
に

関
し
ま
し
て
も
同
窓
会
か
ら
様
々
な
ご
支
援
を
い
た

だ
き
、
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
体
育
館

の
改
修
が
昨
年
終
わ
り
、
と
て
も
綺
麗
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
後
も
部
室
棟
、格
技
場
、サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
、

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
等
が
改
修

に
入
り
ま
す
。
少
し
ず
つ
で
す
が
施
設
関
係
は
綺
麗

に
な
っ
て
き
て
お
り
、
生
徒
た
ち
が
よ
り
よ
い
環
境

で
活
動
し
、
成
長
で
き
る
場
を
提
供
で
き
る
よ
う
学

校
と
し
て
も
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

県
相
の
強
み
は
母
校
へ
の
愛
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。「
文
武
両
道
・
切
磋
琢
磨
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
卒

業
生
の
皆
さ
ん
が
作
り
上
げ
て
き
た
伝
統
と
校
風
を

守
り
つ
つ
、
生
徒
た
ち
が
安
心
し
て
学
び
、
世
界
に

は
ば
た
い
て
い
け
る
力
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
学

校
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
同
窓
会
の
皆
様

に
も
、
引
き
続
き
本
校
へ
の
応
援
と

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会　長

石  井  光  行
Mitsuyuki Ishii

第
20
代
校
長
と
し
て
、県
相
と
と
も
に

校　長

奥　村　  直
Naoshi Okumura
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菅田
新原
金子

田中
中原

三谷沢

櫻井

山口

F
F
F
D
H

B
C
F
C
D
A
E
E
E
D
F
F
B
G
F
F
D
B
D
F
D
A
F
G
C
H
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H
E
G
B
C
D
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D
D
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E
F
F
G
G
C
F
A
B
D
E
A
B
G
D
E

42,500
30,000

20,000
10,000

7,000
6,000

5,000

17期有志一同
土屋　敏夫
池田　弘一
斉藤　明彦
斉藤　正史
斉藤　　豊
匿　　　名
佐藤　功岳
小林　栄一
白井　哲夫
加山　和明
笹野　陽子
渋谷　惠子
岩崎喜八郎
佐藤　剛生
匿　　　名
加藤　裕康
木下　昌利
安室　勝隆
田中　博史
今井　　徹
賀山　　高
宮崎　麻男
吉田　修一
平田　　渉
宮崎　和彦
磯田　菊生
匿　　　名
谷輪　浩二
寺井　政憲
岩本　　正
匿　　　名
田嶋　康弘
３５期Ｅ組
塩谷和雄(校)
塩田　　忍
河合　康吉
小林　貴之
清水めぐみ
坪井　茂治
九嶋　　正
大里　成人
小林　　茂
小澤　和義
高嶋　勝美
高橋　　哲
長澤　博文
久保田一夫
宮崎　照男
霧生　房夫
矢敷　光世
石川　博芳
渡部　　了
飯塚万里代
脇田江三子
和田　一雄
中村　景子
八木　千露
篠﨑　　功
森　千賀子
中島　道夫
井上　信白
泉　　篤志
八木美知子

1
3
3
4
4
4
6
6
8
8
8
8
9
11
11
12
12
12
14
14
14
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16
18
19
20
21
21
23
23
23
24
28
28
28
29
29
33
34
45
45
45
46
48
49
52
54
54
55
56
58

岡本

佐藤

金井
松川
小宮

霧生

山口
久高

緑川

尾藤

入江
山田
矢部

溝口
岩﨑

B
A
D
A
E
G
D
E
A
D
F
H
H
E
G
C
C
D
A
A
C
F
H
F
B
E
D
F
B
E
G
G
H
H
C
F
F
C
D
D
E
C
C
C
D
B
E
B
D
F
E
A
G

1,000 匿　　　名
匿　　　名
松下　知紀
山本　宏員
宮下　政治
新出　貞夫
木下由美子
匿　　　名
加藤　通江
吉田　厚子
吉富すず子
氷見　秀登
冨田　和恵
匿　　　名
岡村　義雄
小山　英子
立岩　利恵
黒崎由美子
磯部　浩行
高橋　　仁
高田　英治
内田真利子
野地　健俊
匿　　　名
尾形　俊彦
米本　晋也
匿　　　名
西原　秀一
皆藤由紀子
戸松　　宏
松井　和泉
森山　　隆
青島　徳生
立田　真弓
小谷田　誠
匿　　　名
小谷田美保
福田　徳子
船橋　記子
小林　正憲
斎藤　仁美
佐藤　沙織
新田　由佳
匿　　　名
匿　　　名
川村　祐太
渡邉　龍海
小谷田陽南
匿　　　名
加藤　優佑
田中　和希
加藤　啓太
宮田　貴弘

9
9
10
10
12
12
13
13
13
14
15
15
16
16
16
16
17
17
19
19
19
19
19
24
26
26
28
29
39
40

27

3
4
7
8
8
9
9
9
9
9
9
11
11
12
12
12
14
15
16
20
20
20
21
22
23
29
37
46
46
51
54

横内
大谷

野崎

斎藤

輿石

鈴木

竹田

八木

栗延

黒田
山崎
吉岡
佐藤

石井
田村

佐藤
加藤

C
H
C
F
D
E
C
C
E
H
F
G
C
E
F
H
D
I
A
E
E
G
G
G
A
B
A
B
B
B

C
B
E
B
I
A
A
A
B
D
F
C
H
B
G
G
E
D
D
A
A
E
B
G
A
H
E
C
C
E
B

3,000

2,840

2,000

手塚　敏子
栗原　知子
柳澤　利之
井上　　康
堤　　明彦
山﨑　信子
澤井　浩樹
巻口　秀則
遠藤　照子
小松　悌厚
匿　　　名
阿部　達之
河井　哲也
伊倉　高子
内出　貴之
榎本喜一郎
井上　成子
小髙　正樹
岡地　道枝
松浦　信平
吉原　裕子
斎藤　英明
山崎　和彦
宮崎　誠生
松崎　有希
西尾　夏雄
川野　　俊
永保　敏伸
大橋　　拓
匿　　　名
匿　名 ( P )
27期2Fｸﾗｽ会
会費余剰金
匿　　　名
小島　敬三
森田　勝美
三木　利博
萩谷　功枝
伊藤　義一
河本　　透
山口　正人
大谷　隆広
丹羽　圭子
倉田　洋二
榎本　俊彦
清水日出男
根元由美子
小山美智代
鳥谷部裕子
座間　　浩
匿　　　名
須之内有子
奥山ゆかり
萩久保勝俊
播磨由利子
髙橋美奈子
石田　博英
佐藤　公治
若海　博樹
小嶋　一弘
岩嶋　彩美
久保田茉優
播磨　裕紀
住吉　華枝

7
7
8
8
11
11
12
13
16
16
17
17
18
18
19
19
19
19
22
23
25
25
32
33
33
38
39
41
42
44

6
8
1
1
1
2
2
2
2
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
5
6
7
7
7
7
7
7
8
8
8
8

安藤

市川
歌川

遠藤

成田
秋山

神山
渡部

三栖

山口
澤上
溝呂木

原

小磯

真田

E
G
H
I
A
H
D
B
E
G
D
I
F
G
F
F
G
H
H
D
H
H
F
B
E
B
B
G
G
C

D
E
C
D
D
B
C
F
F
F
F
B
B
C
C
D
G
G
G
F
C
B
B
C
F
F
G
H
I
I
I

5,000

4,000

3,000

山口　　徹
志村　吉明
泉　桂伊子
山本　　学
金子　伸司
渡邉　一美
吉水　哲哉
日下田マヤ
髙野まゆみ
露﨑　浩子
匿　　　名
岡部　伸雄
山田　悦也
桑原千雅子
粟野　　直
原田　征隆
藤本　　洋
匿　　　名
阿久津忠弘
吉嶋　潤一
竹田　史江
矢野　　隆
向中野智志
向中野祥子
井上真理子
妹尾　　桂
彌永　雄一
高橋　成和
柊澤　康介
匿　　　名
匿　名(職 )
匿　　　名
ﾏﾂｻﾞｷ ﾋﾛﾌｻ
田尻　陽子
村部奈穂子
伊藤　　裕
小島　利正
森田　久男
柏木　忠雄
佐藤　　操
伊藤　安夫
染宮　敏夫
黒滝　孝一
大和　裕明
青山八重子
八木　智明
岩間　雅子
久保田美佐子
山本　博子
小山　武彦
永井　和子
新妻　浩一
翁長　　誠
小野　久子
岩本　　幹
久保田敏文
坪井　　薫
小湊　秀男
村上　孝一
小林　恒生
佐藤　　孝
秋山　　徹
澤本　幸治
広瀬菜保子

令和６年４月１日～令和７年３月３１日（敬称略）

ご協力
いただいた皆様
誠にありがとう
ございます

活動維持寄付金にご協力いただく皆様へ
　　　同窓会会報及びホームページにお名前を掲載します。匿名をご希望の方は、
　　　振込用紙（近況報告欄）にその旨をお書き添えください。

広告掲載を募集しています

◎同窓会　会報広告　掲載料…10,000 円（年１回）
◎ホームページ バナー広告 掲載料…20,000 円（１年間）54,000 円（３年間）

お世話になっていますお世話になっていますお世話になっていますお世話になっていますお世話になっています

※募集内容の詳細は、同窓会ホームページをご覧ください。希望者は下記にご連絡ください。

　同窓会会報の記事提供等同窓会活動については、奥村校長先生、
木村副校長先生、伊東教頭先生、江藤先生をはじめ、現職の多くの
先生方及び事務の方々に大変お世話になっております。誠にありが
とうございます。紙面をお借りしてお礼申し上げます。

※

活動維持寄付金をいただいた皆様

※

Ｓ
Ｓ
Ｈ…

文
部
科
学
省
が
先
進
的
な
理
数
教
育
を
実
施
し
、
理
数
系
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
高
等
学
校
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創
部
は
い
つ
で
す
か
？　

　
　

正
確
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
現
在
62
歳
で

他
校
で
先
生
を
し
て
い
る
方
が
県
相
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
部
の
出
身
な
の
で
、
昭
和
53
年
頃
に
は
部
は
存

在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　

現
在
の
部
員
数
は
、
そ
の
内
訳
は
。

　
　

２
年
生
が
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
含
め
て
10
名
、
１

年
生
が
６
名
。
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
女
子
で
、
他
は

す
べ
て
男
子
で
す
。以
前
は
女
子
が
い
ま
し
た
が
、

今
の
１
・
２
年
生
の
代
で
は
女
子
が
い
ま
せ
ん
。

今
年
の
５
月
ま
で
は
３
年
生
の
女
子
が
２
名
い
て

男
女
の
合
同
チ
ー
ム
で
試
合
に
出
場
し
ま
し
た
。

昔
は
女
子
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

練
習
曜
日
・
練
習
時
間
・
練
習
場
所
は
。

　
　

原
則
、
月
〜
土
曜
日
、
大
会
が
あ
る
時
は
日

曜
日
も
練
習
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

原
則
、
火
・
木
曜
日
は
朝
練
習
が
あ
り
、
他
に

月
〜
水
曜
日
に
自
由
参
加
の
個
人
練
習
が
あ
り
ま

す
。
朝
練
習
の
時
間
は
7
時
30
分
〜
8
時
15
分
ま

で
。
放
課
後
の
練
習
は
、
17
時
前
か
ら
18
時
30
分

ぐ
ら
い
ま
で
、
６
時
間
授
業
の
日
は
、
16
時
前
か

ら
18
時
30
分
ぐ
ら
い
ま
で
。
練
習
場
所
は
校
内
の

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
で
す
。

　
　

大
会
の
内
容
及
び
成
績
は
？　

市
内
や
県
内

　
　

の
高
校
で
強
い
高
校
は
？

　
　

大
き
い
大
会
と
し
て
は
、
３
月
末
か
ら
４
月

に
か
け
て
の
関
東
大
会
予
選
、
５
月
に
高
校
総
体

予
選
、
11
月
に
県
新
人
選
、
１
月
に
県
選
手
権
大

会
が
あ
り
ま
す
。
細
か
い
地
区
大
会
と
し
て
は
、

８
〜
９
月
に
北
相
地
区
大
会
、
12
月
に
相
模
原
市

民
大
会
及
び
厚
木
市
民
大
会
が
あ
り
ま
す
。

　

昔
は
県
大
会
で
２
番
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
が
、
昨
年
度
は
、
１
回
戦
で
勝
っ
た
り
負
け

た
り
し
て
い
る
状
況
で
、
１
回
戦
で
勝
利
し
て
も

２
回
戦
の
壁
を
破
れ
な
い
で
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
上
溝
南
の
女
子
は
最
近
は
関
東
大

会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。
麻
溝
台
の
男
子
は
昨
年

度
は
強
く
、
県
大
会
で
は
ベ
ス
ト
４
ま
で
進
出
し

ま
し
た
。
県
内
で
は
男
子
は
法
政
二
高
と
横
浜
創

学
館
が
２
強
で
、
他
に
男
子
で
強
い
の
が
、
桐
光

学
園
や
湘
南
高
校
で
す
。
女
子
で
強
い
の
は
平
沼

高
校
・
川
和
高
校
・
高
津
高
校
で
す
。

　
　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
魅
力
、楽
し
い
と
こ
ろ
は
。

　
　

速
い
展
開
の
中
に
も
判
断
を
た
く
さ
ん
す
る

シ
ー
ン
が
あ
り
、
ま
た
そ
こ
で
身
体
の
接
触
が
多

く
、
競
い
合
う
感
覚
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
水
は
け
が
悪
く
水
が
溜
ま
り

や
す
い
の
で
す
が
、
今
年
の
11
月
ぐ
ら
い
か
ら
全

面
改
修
工
事
が
行
わ
れ
、
来
年
４
月
上
旬
頃
に
は

き
れ
い
に
整
備
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
　

部
の
目
標
は
。
部
の
モ
ッ
ト
ー
は
。

　
　

直
近
で
開
催
さ
れ
る
北
相
地
区
大
会(

男
子

で
16
〜
17
チ
ー
ム
出
場)

に
お
い
て
優
勝
し
、
県

新
人
選
で
ベ
ス
ト
16
以
上
を
狙
う
こ
と
。
日
々
の

練
習
の
成
果
を
す
べ
て
発
揮
し
て
県
大
会
ベ
ス
ト

８
を
目
指
し
た
い
。

　

校
訓
で
あ
る「
礼
節
・
信
義
・
根
性
」を
部
の
モ
ッ

ト
ー
に
掲
げ
、ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の
横
断
幕
に「
礼

節
・
信
義
・
根
性
」の
文
字
を
入
れ
込
ん
で
い
ま
す
。

「
礼
節
・
信
義
」
で
は
、
学
校
内
で
認
め
ら
れ
る

部
活
で
あ
り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
部
員
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
こ
ど
も
園
の
プ
ー
ル
の
設
営
や
学

校
周
辺
地
域
の
ご
み
拾
い
を
行
い
、
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
く
環
境
を
作
っ
て
い
ま

す
。「
根
性
」
で
何
と
か
試
合
に
勝
つ
よ
う
頑
張

り
ま
す
。

　
　

同
窓
会
に
要
望
し
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　

県
相
生
は
勉
強
も
部
活
も
一
生
懸
命
頑
張
っ

て
い
ま
す
の
で
、
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
と
う
れ

し
い
で
す
。

　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
！
（
取
材
：
細
谷　

孝
司
）

第
33
号
か
ら
始
ま
っ
た
部
活
動
の
近
況
報

告
、
今
回
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
で
す
。
令
和

７
年
８
月
16
日
㈯
に
学
校
を
訪
問
し
、
顧
問

の
落
合
先
生
と
61
期
生
、
２
年
生
の
渡
邉
敬

太
主
将
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。渡 邉 敬 太

Keita Watanabe

ハンドボール部　主将

同窓会会報の印刷・発送、
GOGO!県相放送に係る費用、及び同窓会名簿の更新・管理委託料

『活動維持寄付金
1,000 円以上』

1
1
2
2
3
3
3
4
5

5
5
5
6

7
7
8
8
8
9
9

11
11
11
12

12

14
14
14
16
16
19
20
21
21
23
23
23

25

27
33
33
34
34
39
41
55

C
D
D
F
B
D
F
A
A

B
F
F
G

E
F
D
I
I
B
D

A
C
G
D

D

B
C
F
C
G
G
A
B
E
D
F
G

H

F
D
E
E
H
B
G
E

小林　栄一
森田　久男
笹野　陽子
伊藤　安夫
高嶋　勝美
松下　知紀
大和　裕明
山本　宏員
和田　一雄

中村　景子
翁長　　誠
池田　弘一
井上　信白

山口　　徹
村上　孝一
加藤　裕康
山本　　学
秋山　　徹
田中　博史
丹羽　圭子

金子　伸司
榎本　俊彦
岡村　義雄
吉水　哲哉

堤　　明彦

平田　　渉
高田　英治
小松　悌厚
河井　哲也
露﨑　浩子
藤本　　洋
萩久保勝俊
髙橋美奈子
戸松　　宏
吉嶋　潤一
寺井　政憲
松井　和泉

矢野　　隆

青木恵美子
小林　正憲
井上真理子
斎藤　仁美
田嶋　康弘
大橋　　拓
高橋　成和
田中　和希

新原

三谷沢

栗延

加藤

尾藤

秋山
溝口

㈱コバホームの代表をしています。そろそろバトンを渡す時期かもしれません。
何とか元気に暮らしています。県相の前を通るたびに横断幕を見て現役高校生の活躍ぶりに元気づけられます。
合唱・ジャズのボーカル・わらべ歌ボランティア・フラダンス・お茶と趣味を楽しんでいます。
元気でやってます。
農業に勤しんでいます。
専修大学名誉教授、専攻は中世英文学と人文情報学です。
ホテルの社食で頑張ってます。
日本語ボランティアも２年目に入り、いろいろな国の人に教えています。
第42回相模原市民合同演奏会、ブラームスが作曲したドイツ・レクイエムにチャレンジしました。難
曲で四苦八苦しました。
足・腰きてますが頑張ります。起業37年目。
だんだん病院に行く回数が増えています。やれやれ‼
まだまだ元気です。昨年は13か国95日間の旅を堪能しました。
ゴルフ場で健康のためと思い働いています。先輩・同期・後輩もちらほらと見かけます。酒とバラの
日々を夢見て頑張っております。
70歳を迎え元気にやっています。
孫との戯れが至福のひととき。そんな日々を過ごしています。古希を迎えましたが、まだまだ元気です。
そろそろ本業は会社じまいを考えつつ…。ドローンの国家資格を取得し、今はこちらに夢中です。
大学時代の友人と山歩きを再開しました。
ロードバイクにはまりながら仕事もしています。
JR横浜線成瀬駅南口にてミュージックパブ「マリオネット」をやっています。
県相書道部でお世話になった長島先生のもとで今も書道を続けています。先日、県相書道部のパフォ
ーマンスを見ることができました。応援しています。
母校の星が丘小学校で子供達に剣道を教えています。（元バレー部ですが）
元気に楽しく暮らしております！
前半は自分の病気による入退院、後半は母の病気、介護。最近やっと少し落ち着きました。
大田区西六郷在住。多摩川渡って、カルッツかわさきで働いています。地域で卓球、ソフトボール、
学校運営をやっています。
年末年始に入退院を３回繰り返しましたが、今は元気になりました。今年は前期高齢者としてボチボ
チゆっくり歩んで行きます。
令和４年３月に退職後、県西教育事務所で会計年度任用職員として細々と勤務しています。
現在は嘱託で週３日勤務。各種スポーツとアウトドアを楽しんでいます。
仙台を拠点として仕事をしています。
定年退職をして細々と好きな仕事をしています。
変わらず元気にしております。
相模原に行くたびに県相の周りをなつかしく散策して楽しんでいます。元気です。
埼玉県上尾市在住。膵臓癌と闘いながら、元気にRB大宮アルディージャを応援しています。
趣味でカメラを始め、バズーカレンズを担いでプロ野球観戦してます。
29年間勤務した神奈川県庁を早期退職し、総務省で統計の仕事をしています。
元気に仕事しています。九州にお越しの際はお声かけください。
趣味の乗馬を始めて20年になります。馬は生きていく上で大事なことを教えてくれます。
かつて期待されたこととは違う、この年になってもやってみたい道を歩み始めました。続きの報告が
できるよう、ほどほどに頑張ります。
2023年5月にロードバイク（自転車）で事故にあい、約３か月間意識不明の重体でした。2024年3月に
退院し、2025年４月から職場復帰予定です。
27期２年Ｆ組クラス会を先生をお招きし開催しました。
長男が野球部に入部しました。父と同じグラウンドで日々汗を流しています。
子供が県相に通っています。また関りができて嬉しく思います。
冒険あそび場での仕事がおもしろいです。冬の時期は毎日たき火です。
ワインが好きすぎて、ワインエキスパートの資格を取りました！
FMさがみのGOGO！県相に出演させてもらいました。
同じ学年のテニス部の小川なつみと結婚し、２人子供がいます。
卒業研究が佳境を迎えています。

令和６年度の活動維持寄付金をいただいた皆様の通信欄の近況報告を掲載しております。 

お振込方法は2つ

ハ
ン
ド
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ー
ル
部

現役生
頑張っています！

関東大会以上出場の部活動について成績をお知らせします。

※同窓会では関東大会以上出場の部活に対し補助を行っております。
　現役の皆さん、頑張ってください！

【全国大会】
　〇英語ディベート部
　　　2024年度第10回PDA高校生即興型英語ディベート全国大会 11位入賞
　〇吹奏楽部、マンドリン部
　　　全国高等学校総合文化祭香川大会2025に神奈川県代表として出場
　〇軽音楽部

Music Days 2025 相模原・町田大会バンド部門 優秀賞
　　　バンド名「Nextarts」　全国決勝大会に出場

創
部
は
い
つ
ででででで
す
か
？

す
か
？

す
か
？

す
か
？

す
か
？

す
か
？？

正
確
に

正
確
に

正
確
に

正正正正正
確
に

正正
確
に

正
確
に

正
確

は
わ
か

は
わ
か

は
わ
か

は
わ
か

は
わ
か

は
わ
は
わ
か

は
わ
か

は
わ
か
わわ
かか
り
ま
せ

り
ま
せ

り
ま
せ

り
ま
せ

り
ま
せ
ん
が
、

ん
が
、

ん
が
、

ん
が
、

ん
が
んん
がが
、、、、
現現現現現現現現現現現現現現現現現現現
在在在在在在在在在在在在

他
校
他
校
他
校
で

他
校
で

他
校
で

他
校
で

他
校
他
校校
で
校

先
生
を

先
生
を

先
生
を

先
生
を

先
生
を

先
生生

し
て
い

し
て
し
て
し
て
し
て
し
て
し
て
し
て
し
て
し
てて

る
方
がががががががが
県
相
県
相
県
相
県県
相
県
相
ハハ
ンンンンンンンンンンンンンンン

ル
部
の

ル
部
の

ル
部
の

ルルル
部
の

ルル
部
の

ル
部
の

ル
部
ル
部
ル
部
ル
部
ル
部
ル
部
の
部部部部部部
の
出
身
な

出
身
な

出
身
な

出
身
な

出
身
出
身
な

出
身
な

出
身
出出
身
な

出
身
な
身
な
身身身身
なな
の
で
の
で
の
で
、

の
で
、

の
で
、

の
で
、

ののの
で
、

の
で
の
で
の
で
の
でで
、
で
、
で
、
昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭
和
53
年
頃頃
に
頃
に
頃
に
頃
に
頃
に
頃
に
頃
に
頃頃
に
頃
に
頃
に
頃
ににに
ははははははははははははははは

在
し
在
し
在
し
在
し
在
し
在
し
在
し
在
しししし
た
しししし

の
で
は

の
で
は

の
で
は

の
で
は

の
で
は

の
で
は

の
で
は
で
は
な
い
か

な
い
か

な
い
か

な
い
か

な
い
か

な
い
か

な
い
か

な
い
か

な
い
か

な
い
か

な
い
か

な
い
か

な
い
か

な
い
か

な
い
か

な
い
か

な
い
か
い
か
い
か
い
かかか
と
思
わ

とと

れ
まま
す
。

現現現現現現現現現現現
在在
の
部

在
の
部

在
の
部

在
の
部

在
の
部

在
の
部

在在
の
部部
員
数
は

員
数
は

員
数
は

員
数
は

員
数
員
数
は

員
数
は

員
数
は

員
数
員
数
は
数
ははははは
、
そ
の

、
そ
、
そ
、、
そ
、、
そ
、
そ
、
そ
、
そ
、
そそそ

内
訳
内
訳
内
訳
内
訳訳訳訳訳訳訳訳
は
訳
は
訳
は
訳
は
訳
は
訳
は
訳訳訳
はは
。

２２２２２２２２２２２２
年
生
が
生
が
生
が
生
が
生
が
生生
が
生
が
生生
が
生
が
生生生
が
生
が
生
が
生
ががが
マ
ネ
ー

マ
ネ
ー

マ
ネ
ー

マ
ネ
ー

マ
ネ
ー

マ
ネ
ー

ママ
ネ
ー
ネ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ャ
ジ
ャ
ジ
ャ
ジ
ャ
ジ
ャ
ー

ジ
ャ
ジ
ャ
ー
ャ
ー
ャ
ー
ャ
ー
ャ
ー
含
め
含
め
含
め
含
め
含
め
含含
め
含含含
め
含
め
含
めめめめめめめめめめめめめめ
ててててててててててててててて
10

年年
生
が

年
生
が

年
生
が

年
生
が

年
生
が

年
生
が

年年
生
が

年
生
が

年
生
が

年
生
が

年
生
が

年
生
年
生
が

年
生
が

年
生
が
生
ががが
６
名
。
マ
ネ
マ
ネ
マ
ネ
マ
ネ
マ
ネ
ー

マ
ネ
ママ
ネ
マ
ネ
ー

マ
ネ
ー

マ
ネ
ー

マ
ネ
ー

ママ
ネ
ー

マ
ネ
ー
ネ
ー
ネ
ーーー
ジ
ャ
ジジ
ャ
ジ
ャ
ジ
ャ
ジジ
ャ
ジ
ャ
ジ
ャ
ジ
ャ
ジ
ャ
ー

ジ
ャ

は
女女
子
で

す
べ
て

す
べ
す
べ
す
べ
す
べ
て
べべべべべ
てててて
男
子
で
す
。以以以以以以以以以以以以以以
前
は
女

前
は
女

前
は
女

前
は
女

前
は
女

前
は
女

前
は
女

前
は
女

前
は
女

前
は
女

前
は
女

前
は
女

前
は
女

前
は
女

前
は
女女女
子
がが
い
ま
し

今
の
１

今今
の
今
の
今
の
今
の
今

・
２
年

・
２
年

・
２
年

・
２
年

・
２
年
２

生
の
代

生
の
代

生
の
代

生
の
代

生
の
代代代代代代代代代代代代代代
で
は
女

で
は
女

で
は
女

で
は
女

で
は
女

で
は
女

で
は
女

で
は
女

で
は
女

で
は
女
はは
女
は
女
は
女
は
女女女女
子
が
子
が
子
が
子
が
子
が
子
が
子
が
子
が
子子
が
子
が
子
が
子子
がが
い
が
い
が
い
が
い
がが
い
が
い
が
い
が
い
が
い
が
い
がが
いいいい
まままままままままままままま

ハンド

県相同窓会活動維持寄付金ご協力のお願い 活動維持寄付金 1,000 円以上

❶【同封の振込用紙】郵便局にてお振込ください
❷【その他振込方法】横浜銀行（金融機関コード 0138）　相模原駅前支店（支店コード 415）
　　　　　　　　　 　　普通預金 口座番号：0001685　口座名義：ケンソウドウソウカイ

※通信欄に「卒業年度（または期）・氏名」をご記入ください。

※ネットバンキングをご利用の場合は振込依頼人名に氏名と卒業年度（または期）をご入力ください。（例：ケンソウタロウ　29）
※誠に恐れ入りますが、振込手数料はご負担いただきますようお願い申し上げます。



て
来
て
そ
の
ま
ま
連
れ
て
い
か
れ
た
り
、
土
曜
日
、

楽
器
を
教
室
の
後
ろ
に
置
い
て
お
く
と
終
業
と
同
時

に
持
ち
去
ら
れ
て
日
曜
日
の
夕
方
ま
で
拘
束
さ
れ
た

り
、
テ
ス
ト
勉
強
で
集
ま
っ
た
は
ず
な
の
に
い
つ
の

間
に
か
卓
を
囲
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

卒
業
後
も
第
１
回
か
ら
４
回
の
定
期
演
奏
会
に
参

加
す
る
か
た
わ
ら
宿
直
代
行
員
と
し
て
月
の
１
／
３

く
ら
い
宿
直
室
に
泊
ま
り
電
話
の
取
次
ぎ
や
鍵
の
開

け
閉
め
な
ど
を
す
る
バ
イ
ト
を
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
実
態
は
宿
直
室
に
集
ま
る
先
輩
や
友
達
、
先
生

方
と
夜
な
夜
な
卓
を
囲
ん
で
お
り
ま
し
た
。
当
時
、

昇
降
口
の
鍵
が
閉
ま
っ
て
い
て
宿
直
室
の
窓
を
た
た

い
て
起
こ
し
て
い
た
だ
い
た
方
、
そ
の
節
は
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
早
朝
盲
腸
に
な
っ
た
女
の
子
、
元

気
に
し
て
ま
す
か
？

　

大
学
卒
業
後
は
地
元
の
株
式
会
社
昭
和
真
空
に
就

職
し
ま
し
た
。
大
手
中
心
の
就
職
活
動
で
し
た
が
、

内
定
を
も
ら
う
段
に
な
っ
て
、「
転
勤
が
あ
っ
て
も

最
後
に
神
奈
川
県
に
戻
れ
ま
す
か
？
」
と
尋
ね
た
と

こ
ろ
「
運
で
す
ね
。」
と
言
わ
れ
て
慌
て
て
県
内
に

本
社
が
あ
る
会
社
を
探
し
た
と
こ
ろ
家
庭
教
師
先
の

お
母
さ
ん
が
勤
め
て
い
た
昭
和
真
空
に
目
が
留
ま
り

ま
し
た
。
昭
和
真
空
は
真
空
中
で
薄
膜
を
作
る
機
械

を
作
る
会
社
で
す
。
規
模
、
休
日
、
初
任
給
、
ど
れ

も
条
件
に
は
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
水
晶
振
動

子
周
波
数
調
整
装
置
で
世
界
シ
ェ
ア
80
％
」
の
触
れ

込
み
が
気
に
な
り
「
ど
ん
な
会
社
」
と
尋
ね
た
と
こ

ろ
、「
緩
い
け
ど
ボ
ー
ナ
ス
が
10
か
月
出
た
よ
」
と

聞
い
て
す
ぐ
に
面
接
を
申
し
込
み
ま
し
た
。

　

以
来
40
年
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
間
厳
し
い
時
期

も
あ
り
ま
し
た
が
、
２
０
０
０
年
に
は
店
頭
市
場

(

現
東
証
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
市
場
：
６
３
８
４)

へ
の

上
場
を
果
た
し
今
年
で
25
年
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
も
ハ
イ
エ
ン
ド
水
晶
振
動
子
用
周
波
数
調
整

り
は
し
な
い
。
そ
ん
な
部
活
を
引
退
し
た
私
は
、
気

づ
け
は
学
年
ト
ッ
プ
３
に
躍
り
出
て
い
た
。
も
ち
ろ

ん
成
績
で
は
な
い
。
遅
刻
で
。
こ
の
場
合
ワ
ー
ス
ト

３
か
。
な
ぜ
な
ら
朝
ド
ラ
を
見
て
い
た
か
ら
。
自
転

車
通
学
だ
っ
た
私
は
、
朝
ド
ラ
を
見
る
と
、
ど
ん
な

に
立
ち
漕
ぎ
し
て
も
５
分
遅
刻
し
て
し
ま
う
の
だ
。

お
そ
ら
く
怒
ら
れ
た
は
ず
だ
が
、
都
合
の
い
い
こ
と

に
そ
の
記
憶
は
な
い
。
そ
し
て
残
念
な
が
ら
ド
ラ
マ

の
内
容
も
記
憶
に
な
い
。
あ
の
時
、
に
わ
か
受
験
生

だ
っ
た
私
に
朝
ド
ラ
の
何
が
そ
ん
な
に
刺
さ
っ
た
の

か
も
わ
か
ら
な
い
。
だ
け
ど
欠
か
さ
ず
見
て
い
た
の

は
、
朝
練
終
了
後
の
数
か
月
だ
け
で
積
み
上
げ
た
遅

刻
の
数
が
物
語
っ
て
い
る
。

　

今
、
２
０
２
６
年
春
ス
タ
ー
ト
の
朝
ド
ラ
『
風
、

薫
る
』
の
脚
本
を
書
い
て
い
る
。
毎
日
が
宿
題
の
溜

ま
っ
た
８
月
31
日
状
態
。
締
め
切
り
に
追
わ
れ
て
苦

し
く
て
た
ま
ら
な
い
が
、
あ
の
頃
の
私
の
よ
う
な
誰

か
に
届
く
な
ら
と
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
い
る
。
い
や
、

正
直
こ
の
辛
さ
は
、
バ
ス
ケ
部
の
練
習
の
辛
さ
に
比

べ
た
ら
息
が
で
き
る
だ
け
マ
シ
だ
か
ら
頑
張
れ
る
。

ど
う
し
て
脚
本
家
に
な
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

け
れ
ど
き
っ
と
、
高
校
生
の
私
が
感
じ
た
全
て
が
、

今
の
私
の
背
中
を
押
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
校
時
代
の
記
憶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
い
つ
ま
で
も
「
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
こ
の
前
」
の
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

感
じ
ま
す
が
、
私
が
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

籍
し
て
い
た
の
は
１
９

９
９
年
か
ら
２
０
０
２
年
。
数
字
に
す
る
と
、
時
の

流
れ
を
実
感
し
ま
す
。

　
「
部
活
動
を
思
い
切
り
や
り
た
い
」、
そ
の
思
い
か

ら
、
文
武
両
道
を
掲
げ
る
県
相
を
選
び
ま
し
た
。
入

学
当
初
は
ス
ポ
ー
ツ
系
の
部
活
を
考
え
て
い
ま
し
た

が
、
紹
介
で
見
た
応
援
団
部
の
華
や
か
な
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
心
を
奪
わ
れ
、
入
部
を
決
意
。
野
球
応
援

で
は
一
緒
に
涙
し
、
チ
ア
ダ
ン
ス
の
大
会
で
は
仲
間

と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
表
現
を
磨
き
ま
し
た
。
あ
の

時
間
と
仲
間
は
、
今
で
も
私
に
と
っ
て
の
大
切
な
宝

物
で
す
。

　

部
活
以
外
で
も
「
何
事
に
も
全
力
投
球
す
る
」
校

風
が
大
好
き
で
し
た
。
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
、
教
室
を

大
改
造
し
て
の
文
化
祭
模
擬
店
や
、
学
生
だ
け
で
作

り
上
げ
る
後
夜
祭
、
各
団
が
奮
闘
す
る
体
育
祭
（
夜

ま
で
公
園
で
ダ
ン
ス
練
習
を
し
た
の
も
最
高
の
思
い

出
で
す
）、
仮
装
し
て
臨
む
新
入
生
歓
迎
球
技
大
会

な
ど
、
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
も
、「
そ
の
瞬
間

を
楽
し
む
姿
勢
」
の
大
切
さ
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
あ
の
時
だ
か
ら
こ
そ
夢
中
に
な
れ
た
こ
と
の
意

味
は
と
て
も
大
き
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

　

卒
業
後
は
国
際
協
力
を
学
ぶ
た
め
大
学
に
進
学

し
、旅
や
留
学
を
通
じ
て
数
多
く
の
国
や
文
化
、人
々

と
出
会
い
ま
し
た
。Ｎ
Ｇ
Ｏ
職
員
と
し
て
ソ
ロ
モ
ン

諸
島
で
の
地
域
支
援
活
動
に
も
従
事
し
ま
し
た
。
そ

ん
な
こ
ん
な
で
、
い
つ
か
は
国
際
結
婚
し
て
海
外
永

住
だ
！
と
目
論
ん
で
い
ま
し
た
が
（
笑
）、
縁
あ
っ

て
県
相
の
同
級
生
と
結
婚
し
、
今
で
は
三
人
の
子
ど

も
に
恵
ま
れ
、
こ
こ
相
模
原
で
子
育
て
を
し
て
い
ま

す
。
夫
と
懐
か
し
い
思
い
出
を
共
有
で
き
る
時
間
は

と
て
も
楽
し
い
も
の
で
す
。

　

現
在
は
、
打
っ
て
変
わ
っ
て
、
子
育
て
世
代
向
け

の
心
理
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
結

婚
・
出
産
を
経
て
自
分
自
身
の
心
の
課
題
に
向
き

合
っ
た
経
験
か
ら
、
地
域
の
子
育
て
ひ
ろ
ば
や
オ
ン

ラ
イ
ン
で
、
同
じ
よ
う
に
悩
む
マ
マ
た
ち
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
、
こ
う
し
て
振
り
返
っ
て
思
う
の
は
、「
あ

の
時
夢
中
に
な
っ
た
た
く
さ
ん
の
瞬
間
が
、
今
で
も

私
の
心
を
そ
っ
と
支
え
て
く
れ
て
い
る
」
と
い
う
こ

と
で
す
。『
未
来
』
は
、
今
こ
の
瞬
間
の
積
み
重
ね

で
す
。
ど
う
か
現
役
生
の
み
な
さ
ん
も
、
自
分
な
り

の
全
力
で
、「
今
こ
の
瞬
間
」
を
思
い
切
り
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。

装
置
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
マ
イ
ク
ロ
カ
メ
ラ
レ

ン
ズ
の
反
射
防
止
膜
成
膜
装
置
で
は
世
界
No
１
を
自

負
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
電
子
部
品
の
み
な
ら
ず
宇

宙
関
連
分
野
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

　

４
月
よ
り
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

社
業
の
発
展
は
も
と
よ
り
、
地
域
社
会
へ
貢
献
し
、

社
員
と
と
も
に
成
長
で
き
る
企
業
で
あ
り
続
け
る
よ

う
に
、
ま
た
そ
の
基
盤
を
し
っ
か
り
次
世
代
に
つ
な

げ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
一

緒
に
働
け
る
仲
間
を
随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で

興
味
の
あ
る
方
は
弊
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
き
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
９
９
２
年
卒
業
の
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
真
紀
子
（
旧
姓
：
荻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
）
で
す
。
結
婚
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
で
４
番
目
に
多
い

「
田
中
」
姓
に
な
っ
た
結
果
、
某
有
名
政
治
家
の
方

と
同
姓
同
名
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
（
笑
）。

　

現
在
は
家
電
の
専
門
家
と
し
て
、
雑
誌
や
Ｗ
ｅ
ｂ

で
の
記
事
執
筆
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
出
演
、
家
電
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ん
に
ち
は
。
15
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
田
中
彰
一
で
す
。
皆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

様
に
お
話
し
で
き
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
な
高
校
生
活
で
は
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

少
し
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

野
球
少
年
で
あ
っ
た
私
は
10
数
名
し
か
い
な
い
野

球
部
を
あ
き
ら
め
、
サ
ッ
カ
ー
部
か
吹
奏
楽
部
に
入

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
吹
奏
楽
部
を
先
に
見

学
に
い
っ
た
と
こ
ろ
、
自
分
が
吹
き
た
い
テ
ナ
ー

サ
ッ
ク
ス
が
余
っ
て
い
て
そ
の
日
か
ら
練
習
さ
せ
て

い
た
だ
き
そ
の
ま
ま
入
部
し
ま
し
た
。
初
心
者
で
苦

労
も
あ
り
ま
し
た
が
、
な
に
よ
り
一
番
大
変
だ
っ
た

の
は
廊
下
で
の
練
習
中
、
窓
か
ら
サ
ッ
カ
ー
部
が
見

え
て
何
故
か
走
り
回
り
た
く
な
る
運
動
部
の
癖
が
抜

け
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

　

そ
ん
な
衝
動
を
お
さ
え
る
た
め
に
？
夢
中
に
な
っ

て
い
た
の
は
麻
雀
で
し
た
。
た
く
さ
ん
の
仲
間
が
い

て
、
自
転
車
で
の
通
学
途
中
に
反
対
方
向
か
ら
や
っ

た
ま
た
ま
縁
が
あ
り
ま
し
て

田
中
彰
一
15
期
生

Shoich Tanaka

40

㈱
昭
和
真
空　

代
表
取
締
役
執
行
役
員
社
長

積
み
上
げ
た
「
今
だ
け
の
瞬
間
」

心
理
セ
ラ
ピ
ス
ト

齋
藤
麻
友
37
期
生

M
ayu Saito

4

吹奏楽部では
テナーサックスを担当

※

ご
本
人
か
ら
い
た
だ
い
た
原
稿
を
そ
の
ま
ま
載
せ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ど
う
し
て
脚
本
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
な
ろ
う
と
思
っ
た
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
す
か
？
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

聞
か
れ
る
度
に
、
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
ッ
キ
ン
グ
を
は
い
て

通
勤
す
る
の
が
辛
か
っ
た
か
ら
。
お
金
の
計
算
が
苦

手
だ
か
ら
。
そ
し
て
、
ま
ぁ
、
ド
ラ
マ
が
好
き
だ
っ

た
か
ら
で
す
か
ね
。
な
ど
と
お
茶
を
濁
し
て
い
る
。

コ
レ
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
な
い
の
だ
。氷
河
期
世
代
。

大
学
卒
業
後
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
、
広
告
会
社
、
新
聞
社
な
ど

マ
ス
コ
ミ
ま
わ
り
を
ウ
ロ
ウ
ロ
し
な
が
ら
、
少
し
ず

つ
職
種
を
変
え
い
き
つ
い
た
の
が
脚
本
家
だ
っ
た
。

　

ま
わ
り
の
脚
本
家
は
や
は
り
文
化
系
が
多
く
、
学

生
時
代
か
ら
書
き
溜
め
て
い
た
な
ん
て
人
も
い
る
。

　

私
は
ゴ
リ
ゴ
リ
の…

体
育
会
系
だ
。
県
相
時
代
は

バ
ス
ケ
部
だ
っ
た
。
同
世
代
の
人
は
記
憶
し
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
。
修
学
旅
行
に
も
ボ
ー
ル
持
参
で
朝

練
。
体
育
祭
の
ダ
ン
ス
禁
止
。
ロ
ン
グ
ヘ
ア
禁
止
。

休
み
は
元
旦
だ
け
。
の
、
バ
ス
ケ
部
だ
。
文
化
の
香

高
校
時
代
に
輝
い
て
い
な
く
て
も

白
物
・
美
容
家
電
ラ
イ
タ
ー

田
中
真
紀
子
26
期
生

M
akiko Tanaka 

ー
カ
ー
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
完
全
に
文
系
だ
っ
た
私
が
な
ぜ
家
電
の
仕
事
を

し
て
い
る
の
か―

―

そ
れ
は
、
自
分
が
得
意
と
感
じ

た
こ
と
、
そ
し
て
楽
し
い
と
思
っ
た
こ
と
を
追
い
続

け
て
き
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

大
学
で
は
商
学
部
で
保
険
を
学
び
、
卒
業
後
は
損

害
保
険
会
社
に
就
職
し
ま
し
た
が
、
性
に
合
わ
ず
、

わ
ず
か
１
年
半
で
退
職
し
ま
し
た
。
こ
う
な
っ
た
ら

大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
せ
な
く
て
も
い
い
、
好

き
な
こ
と
を
仕
事
に
し
よ
う
と
決
め
、
ラ
イ
タ
ー
に

転
身
。（
ま
さ
か
こ
こ
で
、
名
刺
に
刻
ん
だ
「
田
中

真
紀
子
」
と
い
う
名
前
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
活
き
て
く

る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
）。
そ
の
後
、
子
育
て

と
仕
事
の
両
立
に
悩
ん
で
い
た
頃
に
雑
誌
の
家
電
企

画
の
仕
事
を
い
た
だ
き
、「
家
電
っ
て
な
ん
て
便
利

な
の
！
」
と
子
育
て
マ
マ
と
し
て
魅
了
さ
れ
、
今
に

至
り
ま
す
。　

そ
ん
な
私
の
高
校
時
代
は
と
い
う
と
、

友
人
と
楽
し
く
過
ご
し
た
記
憶
は
あ
る
も
の
の
、
目

立
つ
タ
イ
プ
で
は
な
く
、
キ
ラ
キ
ラ
し
た
青
春
と
呼

べ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ん
と
な
く

パ
ッ
と
し
な
い
時
間
を
過
ご
し
、
大
学
に
入
っ
て
か

ら
や
っ
と
青
春
時
代
を
迎
え
ら
れ
た
気
が
し
ま
す
。

そ
の
後
何
十
年
も
か
け
、
や
っ
と
今
、
自
分
な
り
の

輝
き
方
を
見
つ
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

今
、
高
校
生
の
皆
さ
ん
の
中
に
も
「
周
り
は
輝
い

て
見
え
る
の
に
、
自
分
は
パ
ッ
と
し
な
い
」
と
感
じ

て
い
る
人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
み
ん

な
に
伝
え
た
い
の
は
、
そ
れ
で
も
頑
張
り
続
け
れ
ば

必
ず
自
分
ら
し
い
輝
き
方
が
見
つ
か
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
飾
ら
な
い
自
分
で
い
い
の
で
す
。
ど
う
か
自

分
を
大
切
に
、
自
信
を
も
っ
て
、
素
敵
な
未
来
に
向

か
っ
て
進
ん
で
く
だ
さ
い
。
応
援
し
て
い
ま
す
。

自宅は常に最新家電の山！
TikTok の撮影も行っています

脚
本
家
に
な
っ
た
ワ
ケ

脚
本
家

吉
澤
智
子
28
期
生

Tom
oko Y

oshizaw
a

左から５人目が吉澤さん

上段右から３人目が齋藤さん

TBS ラジオ出演時



て
来
て
そ
の
ま
ま
連
れ
て
い
か
れ
た
り
、
土
曜
日
、

楽
器
を
教
室
の
後
ろ
に
置
い
て
お
く
と
終
業
と
同
時

に
持
ち
去
ら
れ
て
日
曜
日
の
夕
方
ま
で
拘
束
さ
れ
た

り
、
テ
ス
ト
勉
強
で
集
ま
っ
た
は
ず
な
の
に
い
つ
の

間
に
か
卓
を
囲
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

卒
業
後
も
第
１
回
か
ら
４
回
の
定
期
演
奏
会
に
参

加
す
る
か
た
わ
ら
宿
直
代
行
員
と
し
て
月
の
１
／
３

く
ら
い
宿
直
室
に
泊
ま
り
電
話
の
取
次
ぎ
や
鍵
の
開

け
閉
め
な
ど
を
す
る
バ
イ
ト
を
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
実
態
は
宿
直
室
に
集
ま
る
先
輩
や
友
達
、
先
生

方
と
夜
な
夜
な
卓
を
囲
ん
で
お
り
ま
し
た
。
当
時
、

昇
降
口
の
鍵
が
閉
ま
っ
て
い
て
宿
直
室
の
窓
を
た
た

い
て
起
こ
し
て
い
た
だ
い
た
方
、
そ
の
節
は
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
早
朝
盲
腸
に
な
っ
た
女
の
子
、
元

気
に
し
て
ま
す
か
？

　

大
学
卒
業
後
は
地
元
の
株
式
会
社
昭
和
真
空
に
就

職
し
ま
し
た
。
大
手
中
心
の
就
職
活
動
で
し
た
が
、

内
定
を
も
ら
う
段
に
な
っ
て
、「
転
勤
が
あ
っ
て
も

最
後
に
神
奈
川
県
に
戻
れ
ま
す
か
？
」
と
尋
ね
た
と

こ
ろ
「
運
で
す
ね
。」
と
言
わ
れ
て
慌
て
て
県
内
に

本
社
が
あ
る
会
社
を
探
し
た
と
こ
ろ
家
庭
教
師
先
の

お
母
さ
ん
が
勤
め
て
い
た
昭
和
真
空
に
目
が
留
ま
り

ま
し
た
。
昭
和
真
空
は
真
空
中
で
薄
膜
を
作
る
機
械

を
作
る
会
社
で
す
。
規
模
、
休
日
、
初
任
給
、
ど
れ

も
条
件
に
は
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
水
晶
振
動

子
周
波
数
調
整
装
置
で
世
界
シ
ェ
ア
80
％
」
の
触
れ

込
み
が
気
に
な
り
「
ど
ん
な
会
社
」
と
尋
ね
た
と
こ

ろ
、「
緩
い
け
ど
ボ
ー
ナ
ス
が
10
か
月
出
た
よ
」
と

聞
い
て
す
ぐ
に
面
接
を
申
し
込
み
ま
し
た
。

　

以
来
40
年
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
間
厳
し
い
時
期

も
あ
り
ま
し
た
が
、
２
０
０
０
年
に
は
店
頭
市
場

(

現
東
証
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
市
場
：
６
３
８
４)

へ
の

上
場
を
果
た
し
今
年
で
25
年
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
も
ハ
イ
エ
ン
ド
水
晶
振
動
子
用
周
波
数
調
整

り
は
し
な
い
。
そ
ん
な
部
活
を
引
退
し
た
私
は
、
気

づ
け
は
学
年
ト
ッ
プ
３
に
躍
り
出
て
い
た
。
も
ち
ろ

ん
成
績
で
は
な
い
。
遅
刻
で
。
こ
の
場
合
ワ
ー
ス
ト

３
か
。
な
ぜ
な
ら
朝
ド
ラ
を
見
て
い
た
か
ら
。
自
転

車
通
学
だ
っ
た
私
は
、
朝
ド
ラ
を
見
る
と
、
ど
ん
な

に
立
ち
漕
ぎ
し
て
も
５
分
遅
刻
し
て
し
ま
う
の
だ
。

お
そ
ら
く
怒
ら
れ
た
は
ず
だ
が
、
都
合
の
い
い
こ
と

に
そ
の
記
憶
は
な
い
。
そ
し
て
残
念
な
が
ら
ド
ラ
マ

の
内
容
も
記
憶
に
な
い
。
あ
の
時
、
に
わ
か
受
験
生

だ
っ
た
私
に
朝
ド
ラ
の
何
が
そ
ん
な
に
刺
さ
っ
た
の

か
も
わ
か
ら
な
い
。
だ
け
ど
欠
か
さ
ず
見
て
い
た
の

は
、
朝
練
終
了
後
の
数
か
月
だ
け
で
積
み
上
げ
た
遅

刻
の
数
が
物
語
っ
て
い
る
。

　

今
、
２
０
２
６
年
春
ス
タ
ー
ト
の
朝
ド
ラ
『
風
、

薫
る
』
の
脚
本
を
書
い
て
い
る
。
毎
日
が
宿
題
の
溜

ま
っ
た
８
月
31
日
状
態
。
締
め
切
り
に
追
わ
れ
て
苦

し
く
て
た
ま
ら
な
い
が
、
あ
の
頃
の
私
の
よ
う
な
誰

か
に
届
く
な
ら
と
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
い
る
。
い
や
、

正
直
こ
の
辛
さ
は
、
バ
ス
ケ
部
の
練
習
の
辛
さ
に
比

べ
た
ら
息
が
で
き
る
だ
け
マ
シ
だ
か
ら
頑
張
れ
る
。

ど
う
し
て
脚
本
家
に
な
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

け
れ
ど
き
っ
と
、
高
校
生
の
私
が
感
じ
た
全
て
が
、

今
の
私
の
背
中
を
押
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
校
時
代
の
記
憶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
い
つ
ま
で
も
「
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
こ
の
前
」
の
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

感
じ
ま
す
が
、
私
が
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

籍
し
て
い
た
の
は
１
９

９
９
年
か
ら
２
０
０
２
年
。
数
字
に
す
る
と
、
時
の

流
れ
を
実
感
し
ま
す
。

　
「
部
活
動
を
思
い
切
り
や
り
た
い
」、
そ
の
思
い
か

ら
、
文
武
両
道
を
掲
げ
る
県
相
を
選
び
ま
し
た
。
入

学
当
初
は
ス
ポ
ー
ツ
系
の
部
活
を
考
え
て
い
ま
し
た

が
、
紹
介
で
見
た
応
援
団
部
の
華
や
か
な
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
心
を
奪
わ
れ
、
入
部
を
決
意
。
野
球
応
援

で
は
一
緒
に
涙
し
、
チ
ア
ダ
ン
ス
の
大
会
で
は
仲
間

と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
表
現
を
磨
き
ま
し
た
。
あ
の

時
間
と
仲
間
は
、
今
で
も
私
に
と
っ
て
の
大
切
な
宝

物
で
す
。

　

部
活
以
外
で
も
「
何
事
に
も
全
力
投
球
す
る
」
校

風
が
大
好
き
で
し
た
。
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
、
教
室
を

大
改
造
し
て
の
文
化
祭
模
擬
店
や
、
学
生
だ
け
で
作

り
上
げ
る
後
夜
祭
、
各
団
が
奮
闘
す
る
体
育
祭
（
夜

ま
で
公
園
で
ダ
ン
ス
練
習
を
し
た
の
も
最
高
の
思
い

出
で
す
）、
仮
装
し
て
臨
む
新
入
生
歓
迎
球
技
大
会

な
ど
、
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
も
、「
そ
の
瞬
間

を
楽
し
む
姿
勢
」
の
大
切
さ
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
あ
の
時
だ
か
ら
こ
そ
夢
中
に
な
れ
た
こ
と
の
意

味
は
と
て
も
大
き
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

　

卒
業
後
は
国
際
協
力
を
学
ぶ
た
め
大
学
に
進
学

し
、旅
や
留
学
を
通
じ
て
数
多
く
の
国
や
文
化
、人
々

と
出
会
い
ま
し
た
。Ｎ
Ｇ
Ｏ
職
員
と
し
て
ソ
ロ
モ
ン

諸
島
で
の
地
域
支
援
活
動
に
も
従
事
し
ま
し
た
。
そ

ん
な
こ
ん
な
で
、
い
つ
か
は
国
際
結
婚
し
て
海
外
永

住
だ
！
と
目
論
ん
で
い
ま
し
た
が
（
笑
）、
縁
あ
っ

て
県
相
の
同
級
生
と
結
婚
し
、
今
で
は
三
人
の
子
ど

も
に
恵
ま
れ
、
こ
こ
相
模
原
で
子
育
て
を
し
て
い
ま

す
。
夫
と
懐
か
し
い
思
い
出
を
共
有
で
き
る
時
間
は

と
て
も
楽
し
い
も
の
で
す
。

　

現
在
は
、
打
っ
て
変
わ
っ
て
、
子
育
て
世
代
向
け

の
心
理
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
結

婚
・
出
産
を
経
て
自
分
自
身
の
心
の
課
題
に
向
き

合
っ
た
経
験
か
ら
、
地
域
の
子
育
て
ひ
ろ
ば
や
オ
ン

ラ
イ
ン
で
、
同
じ
よ
う
に
悩
む
マ
マ
た
ち
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
、
こ
う
し
て
振
り
返
っ
て
思
う
の
は
、「
あ

の
時
夢
中
に
な
っ
た
た
く
さ
ん
の
瞬
間
が
、
今
で
も

私
の
心
を
そ
っ
と
支
え
て
く
れ
て
い
る
」
と
い
う
こ

と
で
す
。『
未
来
』
は
、
今
こ
の
瞬
間
の
積
み
重
ね

で
す
。
ど
う
か
現
役
生
の
み
な
さ
ん
も
、
自
分
な
り

の
全
力
で
、「
今
こ
の
瞬
間
」
を
思
い
切
り
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。

装
置
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
マ
イ
ク
ロ
カ
メ
ラ
レ

ン
ズ
の
反
射
防
止
膜
成
膜
装
置
で
は
世
界
No
１
を
自

負
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
電
子
部
品
の
み
な
ら
ず
宇

宙
関
連
分
野
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

　

４
月
よ
り
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

社
業
の
発
展
は
も
と
よ
り
、
地
域
社
会
へ
貢
献
し
、

社
員
と
と
も
に
成
長
で
き
る
企
業
で
あ
り
続
け
る
よ

う
に
、
ま
た
そ
の
基
盤
を
し
っ
か
り
次
世
代
に
つ
な

げ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
一

緒
に
働
け
る
仲
間
を
随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で

興
味
の
あ
る
方
は
弊
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
き
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
９
９
２
年
卒
業
の
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
真
紀
子
（
旧
姓
：
荻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
）
で
す
。
結
婚
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
で
４
番
目
に
多
い

「
田
中
」
姓
に
な
っ
た
結
果
、
某
有
名
政
治
家
の
方

と
同
姓
同
名
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
（
笑
）。

　

現
在
は
家
電
の
専
門
家
と
し
て
、
雑
誌
や
Ｗ
ｅ
ｂ

で
の
記
事
執
筆
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
出
演
、
家
電
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ん
に
ち
は
。
15
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
田
中
彰
一
で
す
。
皆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

様
に
お
話
し
で
き
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
な
高
校
生
活
で
は
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

少
し
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

野
球
少
年
で
あ
っ
た
私
は
10
数
名
し
か
い
な
い
野

球
部
を
あ
き
ら
め
、
サ
ッ
カ
ー
部
か
吹
奏
楽
部
に
入

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
吹
奏
楽
部
を
先
に
見

学
に
い
っ
た
と
こ
ろ
、
自
分
が
吹
き
た
い
テ
ナ
ー

サ
ッ
ク
ス
が
余
っ
て
い
て
そ
の
日
か
ら
練
習
さ
せ
て

い
た
だ
き
そ
の
ま
ま
入
部
し
ま
し
た
。
初
心
者
で
苦

労
も
あ
り
ま
し
た
が
、
な
に
よ
り
一
番
大
変
だ
っ
た

の
は
廊
下
で
の
練
習
中
、
窓
か
ら
サ
ッ
カ
ー
部
が
見

え
て
何
故
か
走
り
回
り
た
く
な
る
運
動
部
の
癖
が
抜

け
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

　

そ
ん
な
衝
動
を
お
さ
え
る
た
め
に
？
夢
中
に
な
っ

て
い
た
の
は
麻
雀
で
し
た
。
た
く
さ
ん
の
仲
間
が
い

て
、
自
転
車
で
の
通
学
途
中
に
反
対
方
向
か
ら
や
っ

た
ま
た
ま
縁
が
あ
り
ま
し
て

田
中
彰
一
15
期
生

Shoich Tanaka

40

㈱
昭
和
真
空　

代
表
取
締
役
執
行
役
員
社
長

積
み
上
げ
た
「
今
だ
け
の
瞬
間
」

心
理
セ
ラ
ピ
ス
ト

齋
藤
麻
友
37
期
生

M
ayu Saito

4

吹奏楽部では
テナーサックスを担当

※

ご
本
人
か
ら
い
た
だ
い
た
原
稿
を
そ
の
ま
ま
載
せ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ど
う
し
て
脚
本
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
な
ろ
う
と
思
っ
た
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
す
か
？
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

聞
か
れ
る
度
に
、
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
ッ
キ
ン
グ
を
は
い
て

通
勤
す
る
の
が
辛
か
っ
た
か
ら
。
お
金
の
計
算
が
苦

手
だ
か
ら
。
そ
し
て
、
ま
ぁ
、
ド
ラ
マ
が
好
き
だ
っ

た
か
ら
で
す
か
ね
。
な
ど
と
お
茶
を
濁
し
て
い
る
。

コ
レ
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
な
い
の
だ
。氷
河
期
世
代
。

大
学
卒
業
後
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
、
広
告
会
社
、
新
聞
社
な
ど

マ
ス
コ
ミ
ま
わ
り
を
ウ
ロ
ウ
ロ
し
な
が
ら
、
少
し
ず

つ
職
種
を
変
え
い
き
つ
い
た
の
が
脚
本
家
だ
っ
た
。

　

ま
わ
り
の
脚
本
家
は
や
は
り
文
化
系
が
多
く
、
学

生
時
代
か
ら
書
き
溜
め
て
い
た
な
ん
て
人
も
い
る
。

　

私
は
ゴ
リ
ゴ
リ
の…

体
育
会
系
だ
。
県
相
時
代
は

バ
ス
ケ
部
だ
っ
た
。
同
世
代
の
人
は
記
憶
し
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
。
修
学
旅
行
に
も
ボ
ー
ル
持
参
で
朝

練
。
体
育
祭
の
ダ
ン
ス
禁
止
。
ロ
ン
グ
ヘ
ア
禁
止
。

休
み
は
元
旦
だ
け
。
の
、
バ
ス
ケ
部
だ
。
文
化
の
香

高
校
時
代
に
輝
い
て
い
な
く
て
も

白
物
・
美
容
家
電
ラ
イ
タ
ー

田
中
真
紀
子
26
期
生

M
akiko Tanaka 

ー
カ
ー
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
完
全
に
文
系
だ
っ
た
私
が
な
ぜ
家
電
の
仕
事
を

し
て
い
る
の
か―

―

そ
れ
は
、
自
分
が
得
意
と
感
じ

た
こ
と
、
そ
し
て
楽
し
い
と
思
っ
た
こ
と
を
追
い
続

け
て
き
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

大
学
で
は
商
学
部
で
保
険
を
学
び
、
卒
業
後
は
損

害
保
険
会
社
に
就
職
し
ま
し
た
が
、
性
に
合
わ
ず
、

わ
ず
か
１
年
半
で
退
職
し
ま
し
た
。
こ
う
な
っ
た
ら

大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
せ
な
く
て
も
い
い
、
好

き
な
こ
と
を
仕
事
に
し
よ
う
と
決
め
、
ラ
イ
タ
ー
に

転
身
。（
ま
さ
か
こ
こ
で
、
名
刺
に
刻
ん
だ
「
田
中

真
紀
子
」
と
い
う
名
前
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
活
き
て
く

る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
）。
そ
の
後
、
子
育
て

と
仕
事
の
両
立
に
悩
ん
で
い
た
頃
に
雑
誌
の
家
電
企

画
の
仕
事
を
い
た
だ
き
、「
家
電
っ
て
な
ん
て
便
利

な
の
！
」
と
子
育
て
マ
マ
と
し
て
魅
了
さ
れ
、
今
に

至
り
ま
す
。　

そ
ん
な
私
の
高
校
時
代
は
と
い
う
と
、

友
人
と
楽
し
く
過
ご
し
た
記
憶
は
あ
る
も
の
の
、
目

立
つ
タ
イ
プ
で
は
な
く
、
キ
ラ
キ
ラ
し
た
青
春
と
呼

べ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ん
と
な
く

パ
ッ
と
し
な
い
時
間
を
過
ご
し
、
大
学
に
入
っ
て
か

ら
や
っ
と
青
春
時
代
を
迎
え
ら
れ
た
気
が
し
ま
す
。

そ
の
後
何
十
年
も
か
け
、
や
っ
と
今
、
自
分
な
り
の

輝
き
方
を
見
つ
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

今
、
高
校
生
の
皆
さ
ん
の
中
に
も
「
周
り
は
輝
い

て
見
え
る
の
に
、
自
分
は
パ
ッ
と
し
な
い
」
と
感
じ

て
い
る
人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
み
ん

な
に
伝
え
た
い
の
は
、
そ
れ
で
も
頑
張
り
続
け
れ
ば

必
ず
自
分
ら
し
い
輝
き
方
が
見
つ
か
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
飾
ら
な
い
自
分
で
い
い
の
で
す
。
ど
う
か
自

分
を
大
切
に
、
自
信
を
も
っ
て
、
素
敵
な
未
来
に
向

か
っ
て
進
ん
で
く
だ
さ
い
。
応
援
し
て
い
ま
す
。

自宅は常に最新家電の山！
TikTok の撮影も行っています

脚
本
家
に
な
っ
た
ワ
ケ

脚
本
家

吉
澤
智
子
28
期
生

Tom
oko Y

oshizaw
a

左から５人目が吉澤さん

上段右から３人目が齋藤さん

TBS ラジオ出演時
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創
部
は
い
つ
で
す
か
？　

　
　

正
確
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
現
在
62
歳
で

他
校
で
先
生
を
し
て
い
る
方
が
県
相
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
部
の
出
身
な
の
で
、
昭
和
53
年
頃
に
は
部
は
存

在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　

現
在
の
部
員
数
は
、
そ
の
内
訳
は
。

　
　

２
年
生
が
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
含
め
て
10
名
、
１

年
生
が
６
名
。
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
女
子
で
、
他
は

す
べ
て
男
子
で
す
。以
前
は
女
子
が
い
ま
し
た
が
、

今
の
１
・
２
年
生
の
代
で
は
女
子
が
い
ま
せ
ん
。

今
年
の
５
月
ま
で
は
３
年
生
の
女
子
が
２
名
い
て

男
女
の
合
同
チ
ー
ム
で
試
合
に
出
場
し
ま
し
た
。

昔
は
女
子
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

練
習
曜
日
・
練
習
時
間
・
練
習
場
所
は
。

　
　

原
則
、
月
〜
土
曜
日
、
大
会
が
あ
る
時
は
日

曜
日
も
練
習
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

原
則
、
火
・
木
曜
日
は
朝
練
習
が
あ
り
、
他
に

月
〜
水
曜
日
に
自
由
参
加
の
個
人
練
習
が
あ
り
ま

す
。
朝
練
習
の
時
間
は
7
時
30
分
〜
8
時
15
分
ま

で
。
放
課
後
の
練
習
は
、
17
時
前
か
ら
18
時
30
分

ぐ
ら
い
ま
で
、
６
時
間
授
業
の
日
は
、
16
時
前
か

ら
18
時
30
分
ぐ
ら
い
ま
で
。
練
習
場
所
は
校
内
の

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
で
す
。

　
　

大
会
の
内
容
及
び
成
績
は
？　

市
内
や
県
内

　
　

の
高
校
で
強
い
高
校
は
？

　
　

大
き
い
大
会
と
し
て
は
、
３
月
末
か
ら
４
月

に
か
け
て
の
関
東
大
会
予
選
、
５
月
に
高
校
総
体

予
選
、
11
月
に
県
新
人
選
、
１
月
に
県
選
手
権
大

会
が
あ
り
ま
す
。
細
か
い
地
区
大
会
と
し
て
は
、

８
〜
９
月
に
北
相
地
区
大
会
、
12
月
に
相
模
原
市

民
大
会
及
び
厚
木
市
民
大
会
が
あ
り
ま
す
。

　

昔
は
県
大
会
で
２
番
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
が
、
昨
年
度
は
、
１
回
戦
で
勝
っ
た
り
負
け

た
り
し
て
い
る
状
況
で
、
１
回
戦
で
勝
利
し
て
も

２
回
戦
の
壁
を
破
れ
な
い
で
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
上
溝
南
の
女
子
は
最
近
は
関
東
大

会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。
麻
溝
台
の
男
子
は
昨
年

度
は
強
く
、
県
大
会
で
は
ベ
ス
ト
４
ま
で
進
出
し

ま
し
た
。
県
内
で
は
男
子
は
法
政
二
高
と
横
浜
創

学
館
が
２
強
で
、
他
に
男
子
で
強
い
の
が
、
桐
光

学
園
や
湘
南
高
校
で
す
。
女
子
で
強
い
の
は
平
沼

高
校
・
川
和
高
校
・
高
津
高
校
で
す
。

　
　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
魅
力
、楽
し
い
と
こ
ろ
は
。

　
　

速
い
展
開
の
中
に
も
判
断
を
た
く
さ
ん
す
る

シ
ー
ン
が
あ
り
、
ま
た
そ
こ
で
身
体
の
接
触
が
多

く
、
競
い
合
う
感
覚
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
水
は
け
が
悪
く
水
が
溜
ま
り

や
す
い
の
で
す
が
、
今
年
の
11
月
ぐ
ら
い
か
ら
全

面
改
修
工
事
が
行
わ
れ
、
来
年
４
月
上
旬
頃
に
は

き
れ
い
に
整
備
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
　

部
の
目
標
は
。
部
の
モ
ッ
ト
ー
は
。

　
　

直
近
で
開
催
さ
れ
る
北
相
地
区
大
会(

男
子

で
16
〜
17
チ
ー
ム
出
場)

に
お
い
て
優
勝
し
、
県

新
人
選
で
ベ
ス
ト
16
以
上
を
狙
う
こ
と
。
日
々
の

練
習
の
成
果
を
す
べ
て
発
揮
し
て
県
大
会
ベ
ス
ト

８
を
目
指
し
た
い
。

　

校
訓
で
あ
る「
礼
節
・
信
義
・
根
性
」を
部
の
モ
ッ

ト
ー
に
掲
げ
、ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の
横
断
幕
に「
礼

節
・
信
義
・
根
性
」の
文
字
を
入
れ
込
ん
で
い
ま
す
。

「
礼
節
・
信
義
」
で
は
、
学
校
内
で
認
め
ら
れ
る

部
活
で
あ
り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
部
員
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
こ
ど
も
園
の
プ
ー
ル
の
設
営
や
学

校
周
辺
地
域
の
ご
み
拾
い
を
行
い
、
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
く
環
境
を
作
っ
て
い
ま

す
。「
根
性
」
で
何
と
か
試
合
に
勝
つ
よ
う
頑
張

り
ま
す
。

　
　

同
窓
会
に
要
望
し
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　

県
相
生
は
勉
強
も
部
活
も
一
生
懸
命
頑
張
っ

て
い
ま
す
の
で
、
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
と
う
れ

し
い
で
す
。

　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
！
（
取
材
：
細
谷　

孝
司
）

第
33
号
か
ら
始
ま
っ
た
部
活
動
の
近
況
報

告
、
今
回
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
で
す
。
令
和

７
年
８
月
16
日
㈯
に
学
校
を
訪
問
し
、
顧
問

の
落
合
先
生
と
61
期
生
、
２
年
生
の
渡
邉
敬

太
主
将
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。渡 邉 敬 太

Keita Watanabe

ハンドボール部　主将

同窓会会報の印刷・発送、
GOGO!県相放送に係る費用、及び同窓会名簿の更新・管理委託料

『活動維持寄付金
1,000 円以上』
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小林　栄一
森田　久男
笹野　陽子
伊藤　安夫
高嶋　勝美
松下　知紀
大和　裕明
山本　宏員
和田　一雄

中村　景子
翁長　　誠
池田　弘一
井上　信白

山口　　徹
村上　孝一
加藤　裕康
山本　　学
秋山　　徹
田中　博史
丹羽　圭子

金子　伸司
榎本　俊彦
岡村　義雄
吉水　哲哉

堤　　明彦

平田　　渉
高田　英治
小松　悌厚
河井　哲也
露﨑　浩子
藤本　　洋
萩久保勝俊
髙橋美奈子
戸松　　宏
吉嶋　潤一
寺井　政憲
松井　和泉

矢野　　隆

青木恵美子
小林　正憲
井上真理子
斎藤　仁美
田嶋　康弘
大橋　　拓
高橋　成和
田中　和希

新原

三谷沢

栗延

加藤

尾藤

秋山
溝口

㈱コバホームの代表をしています。そろそろバトンを渡す時期かもしれません。
何とか元気に暮らしています。県相の前を通るたびに横断幕を見て現役高校生の活躍ぶりに元気づけられます。
合唱・ジャズのボーカル・わらべ歌ボランティア・フラダンス・お茶と趣味を楽しんでいます。
元気でやってます。
農業に勤しんでいます。
専修大学名誉教授、専攻は中世英文学と人文情報学です。
ホテルの社食で頑張ってます。
日本語ボランティアも２年目に入り、いろいろな国の人に教えています。
第42回相模原市民合同演奏会、ブラームスが作曲したドイツ・レクイエムにチャレンジしました。難
曲で四苦八苦しました。
足・腰きてますが頑張ります。起業37年目。
だんだん病院に行く回数が増えています。やれやれ‼
まだまだ元気です。昨年は13か国95日間の旅を堪能しました。
ゴルフ場で健康のためと思い働いています。先輩・同期・後輩もちらほらと見かけます。酒とバラの
日々を夢見て頑張っております。
70歳を迎え元気にやっています。
孫との戯れが至福のひととき。そんな日々を過ごしています。古希を迎えましたが、まだまだ元気です。
そろそろ本業は会社じまいを考えつつ…。ドローンの国家資格を取得し、今はこちらに夢中です。
大学時代の友人と山歩きを再開しました。
ロードバイクにはまりながら仕事もしています。
JR横浜線成瀬駅南口にてミュージックパブ「マリオネット」をやっています。
県相書道部でお世話になった長島先生のもとで今も書道を続けています。先日、県相書道部のパフォ
ーマンスを見ることができました。応援しています。
母校の星が丘小学校で子供達に剣道を教えています。（元バレー部ですが）
元気に楽しく暮らしております！
前半は自分の病気による入退院、後半は母の病気、介護。最近やっと少し落ち着きました。
大田区西六郷在住。多摩川渡って、カルッツかわさきで働いています。地域で卓球、ソフトボール、
学校運営をやっています。
年末年始に入退院を３回繰り返しましたが、今は元気になりました。今年は前期高齢者としてボチボ
チゆっくり歩んで行きます。
令和４年３月に退職後、県西教育事務所で会計年度任用職員として細々と勤務しています。
現在は嘱託で週３日勤務。各種スポーツとアウトドアを楽しんでいます。
仙台を拠点として仕事をしています。
定年退職をして細々と好きな仕事をしています。
変わらず元気にしております。
相模原に行くたびに県相の周りをなつかしく散策して楽しんでいます。元気です。
埼玉県上尾市在住。膵臓癌と闘いながら、元気にRB大宮アルディージャを応援しています。
趣味でカメラを始め、バズーカレンズを担いでプロ野球観戦してます。
29年間勤務した神奈川県庁を早期退職し、総務省で統計の仕事をしています。
元気に仕事しています。九州にお越しの際はお声かけください。
趣味の乗馬を始めて20年になります。馬は生きていく上で大事なことを教えてくれます。
かつて期待されたこととは違う、この年になってもやってみたい道を歩み始めました。続きの報告が
できるよう、ほどほどに頑張ります。
2023年5月にロードバイク（自転車）で事故にあい、約３か月間意識不明の重体でした。2024年3月に
退院し、2025年４月から職場復帰予定です。
27期２年Ｆ組クラス会を先生をお招きし開催しました。
長男が野球部に入部しました。父と同じグラウンドで日々汗を流しています。
子供が県相に通っています。また関りができて嬉しく思います。
冒険あそび場での仕事がおもしろいです。冬の時期は毎日たき火です。
ワインが好きすぎて、ワインエキスパートの資格を取りました！
FMさがみのGOGO！県相に出演させてもらいました。
同じ学年のテニス部の小川なつみと結婚し、２人子供がいます。
卒業研究が佳境を迎えています。

令和６年度の活動維持寄付金をいただいた皆様の通信欄の近況報告を掲載しております。 

お振込方法は2つ

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

現役生
頑張っています！

関東大会以上出場の部活動について成績をお知らせします。

※同窓会では関東大会以上出場の部活に対し補助を行っております。
　現役の皆さん、頑張ってください！

【全国大会】
　〇英語ディベート部
　　　2024年度第10回PDA高校生即興型英語ディベート全国大会 11位入賞
　〇吹奏楽部、マンドリン部
　　　全国高等学校総合文化祭香川大会2025に神奈川県代表として出場
　〇軽音楽部

Music Days 2025 相模原・町田大会バンド部門 優秀賞
　　　バンド名「Nextarts」　全国決勝大会に出場
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ハンド

県相同窓会活動維持寄付金ご協力のお願い 活動維持寄付金 1,000 円以上

❶【同封の振込用紙】郵便局にてお振込ください
❷【その他振込方法】横浜銀行（金融機関コード 0138）　相模原駅前支店（支店コード 415）
　　　　　　　　　 　　普通預金 口座番号：0001685　口座名義：ケンソウドウソウカイ

※通信欄に「卒業年度（または期）・氏名」をご記入ください。

※ネットバンキングをご利用の場合は振込依頼人名に氏名と卒業年度（または期）をご入力ください。（例：ケンソウタロウ　29）
※誠に恐れ入りますが、振込手数料はご負担いただきますようお願い申し上げます。



　

我
が
校
は
部
活
動
が
盛
ん
で
、
昨
年
１
月
の
英
語

デ
ィ
ベ
ー
ト
部
の
高
校
生
パ
ー
ラ
メ
ン
タ
リ
ー
デ
ィ

ベ
ー
ト
世
界
交
流
大
会
に
続
き
、
今
年
は
マ
ン
ド
リ

ン
部
と
吹
奏
楽
部
が
、
揃
っ
て
全
国
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
へ
出
場
を
果
た
す
な
ど
、
現
役
生
の
活
躍
ぶ

り
に
は
目
が
離
せ
な
い
。

　

そ
の
よ
う
な
思
い
も
あ
り
、
今
年
は
久
々
に
夏
の

高
校
野
球
神
奈
川
大
会
の
応
援
に
行
こ
う
と
考
え
て

い
た
。
残
念
な
が
ら
、
諸
般
の
事
情
で
実
際
に
試
合

『
魅
せ
る
野
球
』
を
あ
り
が
と
う
！

会
場
に
足
を
運
べ
た
の
は
、
２
回
戦
の
対
上
溝
高
校

戦
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
試
合
で
は
喜
び
や
感
動

を
覚
え
る
場
面
が
随
所
に
あ
っ
た
。

　

２
回
戦
当
日
の
７
月
10
日
、
待
ち
に
待
っ
た
ラ
イ

ブ
観
戦
を
楽
し
む
べ
く
、
会
場
と
な
る
バ
ッ
テ
ィ
ン

グ
パ
レ
ス
相
石
ス
タ
ジ
ア
ム
ひ
ら
つ
か
へ
心
を
躍
ら

せ
な
が
ら
車
を
走
ら
せ
た
。
日
曜
日
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
多
く
の
観
戦
者
が
訪
れ
て
お
り
、
我
が
校
の

ス
タ
ン
ド
に
も
、
生
徒
以
外
に
も
た
く
さ
ん
の
Ｏ
Ｂ

や
父
兄
の
方
々
が
応
援
に
駆
け
付
け
て
い
た
。

　

試
合
は
、
初
球
か
ら
相
手
バ
ッ
タ
ー
に
デ
ッ
ド

ボ
ー
ル
与
え
て
し
ま
う
と
い
う
、
ど
き
ど
き
の
ス

タ
ー
ト
と
な
っ
た
が
、
攻
撃
に
回
る
と
、
初
回
に
３

点
を
奪
い
、
そ
の
後
も
回
を
重
ね
る
ご
と
に
上
り
調

子
に
な
り
、
攻
守
と
も
に
我
が
校
の
ペ
ー
ス
で
展
開

し
て
い
き
、
そ
の
力
強
さ
を
目
に
焼
き
付
け
て
く
れ
た
。

　

結
果
は
、
初
戦
と
同
じ
く
コ
ー
ル
ド
勝
ち
で
は

あ
っ
た
が
、
終
了
後
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
上
で
は
、
選
手

た
ち
が
相
手
チ
ー
ム
へ
の
敬
意
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
脱
帽
し
て
深
々
と
頭
を
下
げ
る
姿
を
見
て
、「
礼

節
」
を
大
事
に
す
る
彼
等
の
精
神
を
誇
ら
し
く
感
じ
た
。

　

ま
た
、
勝
利
を
称
え
る
校
歌
の
斉
唱
で
は
、
ス
タ

ン
ド
の
応
援
団
も
一
緒
に
な
っ
て
大
き
な
歌
声
を
会

場
内
に
響
か
せ
、
ま
さ
に
『
チ
ー
ム
県
相
』
を
体
感

す
る
こ
と
も
で
き
た
。

　

私
は
、
こ
の
日
の
試
合
通
じ
て
、
選
手
一
人
ひ
と

り
が
ひ
と
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
、
ひ
た
む
き
に
練

習
を
重
ね
、
チ
ー
ム
の
仲
間
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、

心
身
と
も
に
成
長
し
て
き
た
こ
と
を
目
の
当
た
り
に

し
た
が
、
そ
ん
な
彼
等
の
成
長
が
、『
魅
せ
る
野
球
』

と
い
う
形
と
な
っ
て
、
大
き
な
喜
び
や
感
動
を
与
え

て
く
れ
た
こ
と
に
深
く
感
謝
を
し
て
い
る
。

　

今
年
は
３
回
戦
の
向
上
高
校
戦
で
惜
し
く
も
敗
退

と
な
っ
た
が
、
県
相
野
球
部
の
中
に
は
、
今
年
１
月

に
亡
く
な
ら
れ
た
名
将
佐
相
眞
澄
先
生
の
野
球
に
対

す
る
熱
い
思
い
が
根
付
い
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
そ

の
思
い
を
糧
に
一
歩
一
歩
成
長
し
、
魅
せ
る
野
球
を

続
け
て
も
ら
い
た
い
。

　

４
月
に
第
20
代
校
長
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
校
長

の
奥
村
直
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

私
は
、
令
和
４
年
度
に
副
校
長
と
し
て
１
年
間
県
相

に
勤
務
い
た
し
ま
し
た
。
副
校
長
と
し
て
着
任
し
た

時
に
「
こ
ん
な
に
も
生
徒
た
ち
の
雰
囲
気
が
い
い
学

校
が
あ
る
ん
だ
」
と
感
動
し
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え

て
い
ま
す
。
そ
の
県
相
に
校
長
と
し
て
戻
っ
て
来
る

こ
と
が
で
き
、
日
々
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
勤
務
し
て

い
ま
す
。

　

副
校
長
に
着
任
し
た
時
は
Ａ
棟
の
耐
震
工
事
の
最

中
で
、
校
訓
の
「
礼
節
・
信
義
・
根
性
」
を
石
で
表

現
し
た
枯
山
水
の
改
修
に
も
関
わ
り
ま
し
た
。
そ
の

時
か
ら
卒
業
生
の
皆
さ
ん
を
含
め
た
県
相
生
の
母
校

へ
の
熱
い
想
い
に
よ
っ
て
現
在
の
県
相
が
あ
る
の
だ

と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
本
校
は
ス
ー
パ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
の
第
Ⅱ
期
と
学
力
向
上
進
学

重
点
校
エ
ン
ト
リ
ー
校
の
指
定
を
受
け
、
進
路
実
績

も
キ
ャ
リ
ア
グ
ル
ー
プ
を
中
心
と
し
た
取
組
と
生
徒

の
皆
さ
ん
の
努
力
が
実
を
結
び
、
さ
ら
に
活
気
が
出

て
き
て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
学
習
だ
け
で
な
く
、

相
翼
祭
な
ど
の
行
事
や
部
活
動
で
も
努
力
を
惜
し
ま

ず
、
素
晴
ら
し
い
も
の
を
作
り
上
げ
、
活
躍
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
度
は
吹
奏
楽
部
と
マ
ン
ド

リ
ン
部
が
香
川
県
で
開
催
さ
れ
た
第
49
回
全
国
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
に
出
場
し
ま
し
た
。
そ
の
出
場
に

関
し
ま
し
て
も
同
窓
会
か
ら
様
々
な
ご
支
援
を
い
た

だ
き
、
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
体
育
館

の
改
修
が
昨
年
終
わ
り
、
と
て
も
綺
麗
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
後
も
部
室
棟
、格
技
場
、サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
、

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
等
が
改
修

に
入
り
ま
す
。
少
し
ず
つ
で
す
が
施
設
関
係
は
綺
麗

に
な
っ
て
き
て
お
り
、
生
徒
た
ち
が
よ
り
よ
い
環
境

で
活
動
し
、
成
長
で
き
る
場
を
提
供
で
き
る
よ
う
学

校
と
し
て
も
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

県
相
の
強
み
は
母
校
へ
の
愛
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。「
文
武
両
道
・
切
磋
琢
磨
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
卒

業
生
の
皆
さ
ん
が
作
り
上
げ
て
き
た
伝
統
と
校
風
を

守
り
つ
つ
、
生
徒
た
ち
が
安
心
し
て
学
び
、
世
界
に

は
ば
た
い
て
い
け
る
力
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
学

校
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
同
窓
会
の
皆
様

に
も
、
引
き
続
き
本
校
へ
の
応
援
と

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会　長

石  井  光  行
Mitsuyuki Ishii

第
20
代
校
長
と
し
て
、県
相
と
と
も
に

校　長

奥　村　  直
Naoshi Okumura
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9
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2
16
19
1
1
1
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
5
5
5
5
6
6
6
7
7

菅田
新原
金子

田中
中原

三谷沢

櫻井

山口

F
F
F
D
H

B
C
F
C
D
A
E
E
E
D
F
F
B
G
F
F
D
B
D
F
D
A
F
G
C
H
E

H
E
G
B
C
D
E
C
D
B
D
D
E
E
F
F
G
G
C
F
A
B
D
E
A
B
G
D
E

42,500
30,000

20,000
10,000

7,000
6,000

5,000

17期有志一同
土屋　敏夫
池田　弘一
斉藤　明彦
斉藤　正史
斉藤　　豊
匿　　　名
佐藤　功岳
小林　栄一
白井　哲夫
加山　和明
笹野　陽子
渋谷　惠子
岩崎喜八郎
佐藤　剛生
匿　　　名
加藤　裕康
木下　昌利
安室　勝隆
田中　博史
今井　　徹
賀山　　高
宮崎　麻男
吉田　修一
平田　　渉
宮崎　和彦
磯田　菊生
匿　　　名
谷輪　浩二
寺井　政憲
岩本　　正
匿　　　名
田嶋　康弘
３５期Ｅ組
塩谷和雄(校)
塩田　　忍
河合　康吉
小林　貴之
清水めぐみ
坪井　茂治
九嶋　　正
大里　成人
小林　　茂
小澤　和義
高嶋　勝美
高橋　　哲
長澤　博文
久保田一夫
宮崎　照男
霧生　房夫
矢敷　光世
石川　博芳
渡部　　了
飯塚万里代
脇田江三子
和田　一雄
中村　景子
八木　千露
篠﨑　　功
森　千賀子
中島　道夫
井上　信白
泉　　篤志
八木美知子

1
3
3
4
4
4
6
6
8
8
8
8
9
11
11
12
12
12
14
14
14
14
14
15
16
18
19
20
21
21
23
23
23
24
28
28
28
29
29
33
34
45
45
45
46
48
49
52
54
54
55
56
58

岡本

佐藤

金井
松川
小宮

霧生

山口
久高

緑川

尾藤

入江
山田
矢部

溝口
岩﨑

B
A
D
A
E
G
D
E
A
D
F
H
H
E
G
C
C
D
A
A
C
F
H
F
B
E
D
F
B
E
G
G
H
H
C
F
F
C
D
D
E
C
C
C
D
B
E
B
D
F
E
A
G

1,000 匿　　　名
匿　　　名
松下　知紀
山本　宏員
宮下　政治
新出　貞夫
木下由美子
匿　　　名
加藤　通江
吉田　厚子
吉富すず子
氷見　秀登
冨田　和恵
匿　　　名
岡村　義雄
小山　英子
立岩　利恵
黒崎由美子
磯部　浩行
高橋　　仁
高田　英治
内田真利子
野地　健俊
匿　　　名
尾形　俊彦
米本　晋也
匿　　　名
西原　秀一
皆藤由紀子
戸松　　宏
松井　和泉
森山　　隆
青島　徳生
立田　真弓
小谷田　誠
匿　　　名
小谷田美保
福田　徳子
船橋　記子
小林　正憲
斎藤　仁美
佐藤　沙織
新田　由佳
匿　　　名
匿　　　名
川村　祐太
渡邉　龍海
小谷田陽南
匿　　　名
加藤　優佑
田中　和希
加藤　啓太
宮田　貴弘

9
9
10
10
12
12
13
13
13
14
15
15
16
16
16
16
17
17
19
19
19
19
19
24
26
26
28
29
39
40

27

3
4
7
8
8
9
9
9
9
9
9
11
11
12
12
12
14
15
16
20
20
20
21
22
23
29
37
46
46
51
54

横内
大谷

野崎

斎藤

輿石

鈴木

竹田

八木

栗延

黒田
山崎
吉岡
佐藤

石井
田村

佐藤
加藤

C
H
C
F
D
E
C
C
E
H
F
G
C
E
F
H
D
I
A
E
E
G
G
G
A
B
A
B
B
B

C
B
E
B
I
A
A
A
B
D
F
C
H
B
G
G
E
D
D
A
A
E
B
G
A
H
E
C
C
E
B

3,000

2,840

2,000

手塚　敏子
栗原　知子
柳澤　利之
井上　　康
堤　　明彦
山﨑　信子
澤井　浩樹
巻口　秀則
遠藤　照子
小松　悌厚
匿　　　名
阿部　達之
河井　哲也
伊倉　高子
内出　貴之
榎本喜一郎
井上　成子
小髙　正樹
岡地　道枝
松浦　信平
吉原　裕子
斎藤　英明
山崎　和彦
宮崎　誠生
松崎　有希
西尾　夏雄
川野　　俊
永保　敏伸
大橋　　拓
匿　　　名
匿　名 ( P )
27期2Fｸﾗｽ会
会費余剰金
匿　　　名
小島　敬三
森田　勝美
三木　利博
萩谷　功枝
伊藤　義一
河本　　透
山口　正人
大谷　隆広
丹羽　圭子
倉田　洋二
榎本　俊彦
清水日出男
根元由美子
小山美智代
鳥谷部裕子
座間　　浩
匿　　　名
須之内有子
奥山ゆかり
萩久保勝俊
播磨由利子
髙橋美奈子
石田　博英
佐藤　公治
若海　博樹
小嶋　一弘
岩嶋　彩美
久保田茉優
播磨　裕紀
住吉　華枝

7
7
8
8
11
11
12
13
16
16
17
17
18
18
19
19
19
19
22
23
25
25
32
33
33
38
39
41
42
44

6
8
1
1
1
2
2
2
2
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
5
6
7
7
7
7
7
7
8
8
8
8

安藤

市川
歌川

遠藤

成田
秋山

神山
渡部

三栖

山口
澤上
溝呂木

原

小磯

真田

E
G
H
I
A
H
D
B
E
G
D
I
F
G
F
F
G
H
H
D
H
H
F
B
E
B
B
G
G
C

D
E
C
D
D
B
C
F
F
F
F
B
B
C
C
D
G
G
G
F
C
B
B
C
F
F
G
H
I
I
I

5,000

4,000

3,000

山口　　徹
志村　吉明
泉　桂伊子
山本　　学
金子　伸司
渡邉　一美
吉水　哲哉
日下田マヤ
髙野まゆみ
露﨑　浩子
匿　　　名
岡部　伸雄
山田　悦也
桑原千雅子
粟野　　直
原田　征隆
藤本　　洋
匿　　　名
阿久津忠弘
吉嶋　潤一
竹田　史江
矢野　　隆
向中野智志
向中野祥子
井上真理子
妹尾　　桂
彌永　雄一
高橋　成和
柊澤　康介
匿　　　名
匿　名(職 )
匿　　　名
ﾏﾂｻﾞｷ ﾋﾛﾌｻ
田尻　陽子
村部奈穂子
伊藤　　裕
小島　利正
森田　久男
柏木　忠雄
佐藤　　操
伊藤　安夫
染宮　敏夫
黒滝　孝一
大和　裕明
青山八重子
八木　智明
岩間　雅子
久保田美佐子
山本　博子
小山　武彦
永井　和子
新妻　浩一
翁長　　誠
小野　久子
岩本　　幹
久保田敏文
坪井　　薫
小湊　秀男
村上　孝一
小林　恒生
佐藤　　孝
秋山　　徹
澤本　幸治
広瀬菜保子

令和６年４月１日～令和７年３月３１日（敬称略）

ご協力
いただいた皆様
誠にありがとう
ございます

活動維持寄付金にご協力いただく皆様へ
　　　同窓会会報及びホームページにお名前を掲載します。匿名をご希望の方は、
　　　振込用紙（近況報告欄）にその旨をお書き添えください。

広告掲載を募集しています

◎同窓会　会報広告　掲載料…10,000 円（年１回）
◎ホームページ バナー広告 掲載料…20,000 円（１年間）54,000 円（３年間）

お世話になっていますお世話になっていますお世話になっていますお世話になっていますお世話になっています

※募集内容の詳細は、同窓会ホームページをご覧ください。希望者は下記にご連絡ください。

　同窓会会報の記事提供等同窓会活動については、奥村校長先生、
木村副校長先生、伊東教頭先生、江藤先生をはじめ、現職の多くの
先生方及び事務の方々に大変お世話になっております。誠にありが
とうございます。紙面をお借りしてお礼申し上げます。

※

活動維持寄付金をいただいた皆様

※

Ｓ
Ｓ
Ｈ…

文
部
科
学
省
が
先
進
的
な
理
数
教
育
を
実
施
し
、
理
数
系
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
高
等
学
校
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2026年5月24日（日）　午後4時から
県立相模原高等学校　会議室
2025年度事業報告及び収支決算報告の件、他

2026年度総会を下記のとおり開催いたしますのでご出席ください。

※定期総会終了後に懇親会を予定しています。出席予定の方は5月16日（土）
　までに、細谷（10期）までご連絡ください。TEL 090－1211－3813

卒
業
期
を
越
え
た「
同
窓
生
食
べ
飲
み
交
流
会
」を
開
催
し
ま
す
！

卒
業
期
を
越
え
た「
同
窓
生
食
べ
飲
み
交
流
会
」を
開
催
し
ま
す
！

令
和
８
年
２
月
下
旬
を
予
定
。
詳
細
は
決
ま
り
次
第
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
Ｕ
Ｐ
し
ま
す
！

令
和
８
年
２
月
下
旬
を
予
定
。
詳
細
は
決
ま
り
次
第
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
Ｕ
Ｐ
し
ま
す
！

卒
業
期
を
越
え
た「
同
窓
生
食
べ
飲
み
交
流
会
」を
開
催
し
ま
す
！

令
和
８
年
２
月
下
旬
を
予
定
。
詳
細
は
決
ま
り
次
第
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
Ｕ
Ｐ
し
ま
す
！

本
校
卒
業
生
の
赤
間
二
郎
氏

本
校
卒
業
生
の
赤
間
二
郎
氏（
2020
期
）
期
）が
1010
月
21
日
発
足
の
高
市
内
閣
に
お
い
て

日
発
足
の
高
市
内
閣
に
お
い
て

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長
に
就
任
な
さ
い
ま
し
た
。
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長
に
就
任
な
さ
い
ま
し
た
。
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

本
校
卒
業
生
の
赤
間
二
郎
氏（
20
期
）が
10
月
21
日
発
足
の
高
市
内
閣
に
お
い
て

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長
に
就
任
な
さ
い
ま
し
た
。
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

令和７年５月２５日(日)に第４７回定期総会が開催され、令和６年度事業報告及び
決算報告、令和７年度事業計画(案)及び予算(案)は承認されました。詳細は、同窓会
ホームページをご覧ください。

01 会長・校長のご挨拶 / まなびや基金寄付のお願い / 広告掲載のお願い
02　部活動近況報告
03　卒業生を訪ねて
05　近況報告 / 活動維持寄付金のお願い
06　活動維持寄付金をいただいた皆様
07 ラジオ番組 GOGO! 県相 / 部活動・同好会活動アピールコンペ結果報告

本部からのお知らせ
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県相同窓会定期総会の報告

県相同窓会では、従来より全国大会や関東大会に出場する部活動に遠征費等の補助を行ってきました。
　そして昨年、初の試みとして大会等への出場の有無に関わらず、現役生の皆さんのユニークで熱意
ある活動に対して、応援の気持ちを込めた補助金を贈る「部活動・同好会活動アピールコンペ」を開
催しました。これは、現役県相生の日頃の部活動等の活動を書面及び面接のコンペ形式によりアピー
ルしてもらい、活動に必要な物品等の購入費を賞金という形で支援するものです。
　第１回である今回は５団体から応募があり、審査の結果、男子バスケットボール部「応援用防水
うちわ」と応援団部「練習用の割れない大鏡」を採用しました。
　どの団体からも素晴らしい活動の内容がよく伝わるアピールが行われ、県相生の底力を感じること
ができました。この活動は今後も継続する予定です。

部活動・同好会活動アピールコンペ部活動・同好会活動アピールコンペ部活動・同好会活動アピールコンペ

体育館前にある創立10周年（昭和48年）を記念した庭園
枯山水に校訓である「礼節・信義・根性」を表現している 応援団部

「練習用の割れない大鏡」
男子バスケットボール部
「応援用防水うちわ」

第1回

現役生のみなさんを現役生のみなさんを

応援してます！応援してます！

現役生のみなさんを

応援してます！
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みなさん、
みなさん、ぜひ聴いて
ぜひ聴いてください！
ください！

みなさん、ぜひ聴いてください！

　県相同窓会では、ラジオ番組「GOGO!県相」（シーズン13）

を放送中です。放送は毎月１回、毎回、県相卒業生や現役生

をゲストに迎え、高校時代の思い出や現在の活躍の様子を

お話いただいています。
ゲストコーナーにご出演いただける方を募集中です。
自薦他薦問いません。お待ちしております！

出演者
募集中 ※放送した番組は同窓会ホームページからもお聴きいただけます。

結果報告

本部からのお知らせ 連絡先
県相同窓会

※注　通信費の補助の申込方法は、ホームページをご覧ください。なお、クラブＯＢ会を行う場合は、
　　　全体でのＯＢ会を補助対象とし、対象者名簿を提出してください。補助金限度額は１万円とし
　　　ます。終了後、結果報告書の提出をお願いします。

　県相同窓会では、皆様の同期会・クラス会開催の支援として、通信費１人あたり200
円を補助しています。開催をお考えの方はご連絡・ご相談ください。
また、名簿管理も行っておりますので、住所変更等の連絡をお待ちしております。
お亡くなりになられた等、会報の送付を希望しない場合も上記にご連絡をお願いします。
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